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「お薬手帳」を活用した支援が必要な
　　　　　在宅患者へのサポート事業

特集

広報広報

今月の表紙はあけぼの学園高等学校新規開発商品完成発表会の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　３月31日 （水）

納期限内に納めましょう
国民健康保険税（９期） 2021 年（令和３年）３月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,689 人　○世帯数　40,630 世帯
○男　44,028 人　　○女　45,661 人

伊賀市の人口・世帯数
令和３年１月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

３月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

三重とこわか国体
「炬火トーチ」を紹介します

　皆さんは、国体にオリンピック聖火にあたる「炬
きょ

火
か
」があることをご存じですか。これは国体のシン

ボルとなるものです。
　2019 年 6 月、三重とこわか国体・三重とこわ
か大会実行委員会は、三重県にゆかりのある人から、
三重とこわか国体で炬火を運ぶトーチのデザインを
募集し、写真のデザインが採用されました。
　現在、市の炬火名を募集しています。詳しくは
13ページをご覧ください。

◆「三重県」が盛り込まれたトーチ
デザイン

○トップの形は恵み豊かな三重の海
と、緑あふれる三重の山々を表現

○中心から持ち手の部分は、伊勢型
紙をイメージし、時が流れてもま
た新しく始まり、永遠に続いてい
く、両大会の愛称「とこわか」を
表現

　〈模様の意味〉
　　桜：新たな始まり
　　川：時の流れ
　　青

せい
海
がい
波
は
：未来永劫へと続く幸せへの願い

○全体的なカラーは、紅白で縁起の良さを表現
　三重とこわか国体・大会の開会式・閉会式のほか
伊賀市で開催する炬火イベントなどで使用しますの
で、機会を見つけてぜひご覧ください。
【問い合わせ】
　三重とこわか国体伊賀市実行委員会事務局
　（国体推進課内）
　☎ 43-9100　℻  43-9102
　 kokutai@city.iga.lg.jp

～三重とこわか国体をもっと知ろう～

vol.18

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990　【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の 30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査・インフルエンザ検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　岡波

２
　名張

３
　岡波

４
　名張

５
　上野

６
　名張

７
　名張

８
　岡波

９
　上野

10
　岡波

11
　名張

12
　上野

13
　上野

14
　岡波

15
　岡波

16　
　名張

17
　岡波

18
　名張

19
　上野

20
　名張

21
　名張

22
　岡波

23
　上野

24
　岡波

25
　名張

26
　上野

27
　上野

28
　岡波

29
　岡波

30
　名張

31
　岡波

＊小児科以外の診療科
です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。



【
問
い
合
わ
せ
】　
伊
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
22
・
９
６
０
１　
℻  
22
・
９
６
７
２　

senkyo@
city.iga.lg.jp

3月28日㈰は伊賀市議会
　
投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
は
、
ど
の
投
票
所
で
も
投
票
で

き
ま
す
。

　
入
場
券
が
な
く
て
も
、
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
受
付
時
間
】　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
投
票
の
際
、
公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
、
当
日

投
票
に
行
け
な
い
理
由
な
ど
の
宣
誓
書
の
記

入
が
必
要
で
す
。

○
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
中
の
人

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病
院
や
施

設
な
ど
へ
入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
そ
の
施
設

内
で
投
票
で
き
ま
す
。

○
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人

　
投
票
す
る
資
格
が
あ
っ
て
、
長
期
出
張
や
出

産
の
た
め
市
外
に
滞
在
中
の
人
は
、
滞
在
す
る

市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
を
通
じ
て
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
伊
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
人

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
な
ど
で
投
票
所
へ
行

く
こ
と
が
困
難
な
人
は
、「
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
制
度
」
に
よ
り
、
自
宅
で
投
票
が
で

き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
き
は
、事
前
に「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
投
票
用
紙
の

請
求
は
３
月
24
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

○
代
理
投
票

　
身
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
、
自
分
で
投

票
用
紙
に
記
入
で
き
な
い
人
は
、
係
員
が
代
筆

し
ま
す
。
投
票
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
点
字
投
票

　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
点
字
で
投
票
で

き
ま
す
。
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

投
票
で
き
ま
す

期
日
前
投
票

手帳などの種類 障がい名など 障がいの程度

身体障害者手帳

両下肢・体幹・移動機能の障がい １級・２級
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸の障がい １級・３級

免疫・肝臓の障がい １～３級

戦傷病者手帳
両下肢・体幹の障がい 特別項症～第２項症
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸・肝臓の障がい

特別項症～第３項症

介護保険の被保険者証 要介護状態区分 要介護５

場　　所 期　　間

本庁舎　１階市民スペース ３月22日㈪～27日㈯

いがまち女性センター
（伊賀支所敷地内）

３月23日㈫～27日㈯
島ヶ原支所　１階相談室

阿山保健福祉センター

大山田福祉センター

青山公民館

◆ 期日前投票所一覧

◆ 郵便等による不在者投票制度の対象者

議員選挙の投票日です

　
平
成
15
年
３
月
29
日
以
前
に
生
ま
れ
、
令
和

３
年
３
月
20
日
時
点
で
伊
賀
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
３
カ
月
以
上
記
録
さ
れ
て
い
る
人
。

※
市
外
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
投
票
で
き
る
人
に
、
は
が
き
式
の
投
票
所
入

場
券
を
郵
送
し
ま
す
。

　
入
場
券
を
持
っ
て
記
載
の
投
票
所
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
が
な
い
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
各
候
補
者
の
政
見
や
政
策
な
ど
を
記
載
し
た

「
選
挙
公
報
」
を
各
地
区
の
自
治
組
織
を
通
じ

て
、
投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
各
世
帯
へ
お
届

け
し
ま
す
。

　
本
庁
舎
、
支
所
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も

設
置
し
ま
す
。

　
各
投
票
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
行
い
ま
す
。
投
票
所
へ
お
越
し
の

際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
生
活
や
社
会
を
よ
く
す
る
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
政
治
に
反
映
す
る

代
表
者
が
必
要
で
す
。
そ
の
代
表
者
を
決
め

る
の
が
「
選
挙
」
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が「
選
挙
」に
関
心
を
持
ち
、

投
票
す
る
こ
と
は
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
届
け
る
た
め
、

選
挙
に
行
き
、
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

投
票
所
で
の
感
染
症
対
策

入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

投
票
所
の
一
部
変
更

選
挙
に
行
こ
う

投票区 変更前 変更後

上野第５投票区 上野東小学校体育館 上野東小学校音楽室

上野第７投票区

緑ケ丘本町の一部の人：
緑ケ丘中学校体育館
上野茅町の人：上野南部
地区市民センター

みどり第二保育園

伊賀第９投票区 いがまち保健福祉センター 愛田公民館

大山田第３投票区 炊村集落センター 千戸小規模集会所

投
票
時
間　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

〜
投
票
は　
明
る
い
未
来
の　
第
１
歩
〜

選
挙
公
報
をお

届
け
し
ま
す

伊賀市議会議員選挙投票率の推移

平成 25年平成 21年

当日有権者数
78,814 人

投票率 68.22%
66.29%

59.64%

76,826 人 75,733 人

平成 29年

※入場券に記載の投票所をご確認ください。
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に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
各
候
補
者
の
政
見
や
政
策
な
ど
を
記
載
し
た

「
選
挙
公
報
」
を
各
地
区
の
自
治
組
織
を
通
じ

て
、
投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
各
世
帯
へ
お
届

け
し
ま
す
。

　
本
庁
舎
、
支
所
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
も

設
置
し
ま
す
。

　
各
投
票
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
行
い
ま
す
。
投
票
所
へ
お
越
し
の

際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
生
活
や
社
会
を
よ
く
す
る
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
政
治
に
反
映
す
る

代
表
者
が
必
要
で
す
。
そ
の
代
表
者
を
決
め

る
の
が
「
選
挙
」
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が「
選
挙
」に
関
心
を
持
ち
、

投
票
す
る
こ
と
は
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
届
け
る
た
め
、

選
挙
に
行
き
、
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

投
票
所
で
の
感
染
症
対
策

入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

投
票
所
の
一
部
変
更

選
挙
に
行
こ
う

投票区 変更前 変更後

上野第５投票区 上野東小学校体育館 上野東小学校音楽室

上野第７投票区

緑ケ丘本町の一部の人：
緑ケ丘中学校体育館
上野茅町の人：上野南部
地区市民センター

みどり第二保育園

伊賀第９投票区 いがまち保健福祉センター 愛田公民館

大山田第３投票区 炊村集落センター 千戸小規模集会所

投
票
時
間　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

〜
投
票
は　
明
る
い
未
来
の　
第
１
歩
〜

選
挙
公
報
をお

届
け
し
ま
す

伊賀市議会議員選挙投票率の推移

平成 25年平成 21年

当日有権者数
78,814 人

投票率 68.22%
66.29%

59.64%

76,826 人 75,733 人

平成 29年

※入場券に記載の投票所をご確認ください。
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お薬手帳カバーや

よりよい支援につながります
情報共有ツールが

専門職のみなさんの声

　訪問看護で測定した血圧や血糖値を1カ月分
記入したお薬手帳を医師や薬剤師が見ることで、
現在の詳しい状況を把握してもらえるようにな
りました。

　専門職同士で情報を共有するための「多職種
連携のための連絡票」を使うことで、院内処方
の医師と院外処方の医院の医師双方に情報共有
し、重複処方を解消することができました。

　在宅介護の支援計画（ケアプラン）に、訪問
看護やデイケア（通所リハビリテーション）な
どの医療系サービスを位置付けるには主治医と
の連携が不可欠です。「多職種連携のための連
絡票」の活用で、やりとりがしやすくなり、タ
イムリーに必要なサービスの調整ができました。

 お薬手帳カバーがあることで、お薬手帳・健
康保険証・介護保険証・診察券などを紛失する
ことなく管理されるようになりました。
 ケアマネジャーが自宅訪問した際も、気軽に
見ることができ、受診の間隔や受診先、処方の
変更などが確認しやすく、本人や家族との会話
がはずむきっかけとなりました。緊急時にも多
くの場面で役立っています。

　お薬手帳カバーにいろいろな情報が集約され
たので、病気や体調の確認が以前に比べてしや
すくなりました。
　利用者さんからもお薬手帳など受診の記録を
探す手間が減り、「どこにしまったかな？」が
減ったとの声を聞きます。

タイムリーに介護保険サービス
　　　　の調整ができました！　　　　　

複数の医療機関とスムーズな
　　 情報共有ができました！

「どこにしまったかな？」
　　　　　　が減りました！

血圧などを記録することで
診察がスムーズになりました！

本人や家族との会話が
　　　　　　はずみました！

訪 問
看護師

訪 問
リハビリ

ケアマネ
ジャー

ケアマネ
ジャー

薬剤師

お薬手帳カバーや

より良い支援につながります
情報共有ツールが

専門職のみなさんの声
を活用した

支援が必要な
在宅患者へのサポート事業

～住み慣れた我が家で安心して暮らし続けるために～

「お薬手帳」「お薬手帳」

【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎22-9705　℻  22-9673 
　　 iryoufukushi@city.iga.lg.jp

　
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、
専
門
職
と
市
が
連
携
し
、
患
者
さ
ん
や
そ

の
家
族
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
と
な
っ
た
、
「
お
薬
手

帳
を
活
用
し
た
在
宅
患
者
の
薬
の
管
理
の
し
く
み
づ
く

り
」
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
在
宅
で
医
療
を
受
け
る
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

現
在
「
伊
賀
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
薬
手
帳
カ
バ
ー
」
の
配
布

と
合
わ
せ
て
、
患
者
さ
ん
の
緊
急
連
絡
先
や
、
医
療
や
介

護
の
事
業
所
名
、
専
門
職
に
よ
る
気
づ
き
の
メ
モ
な
ど
が

記
入
で
き
る
「
情
報
カ
ー
ド
」
を
お
薬
手
帳
カ
バ
ー
に
入

れ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
専
門
職
間
で
患
者
さ
ん
の
情
報
を
共
有
す
る
た

め
の
「
多
職
種
連
携
の
た
め
の
連
絡
票
」
を
作
成
し
、
さ

ら
な
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
も
す
す
め
て
い

ま
す
。 サ

ポ
ー
ト
事
業
の
概
要

　
お
薬
手
帳
は
、
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
大

切
な
情
報
で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、

お
薬
手
帳
は
１
冊
に
ま
と
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
薬
に
よ
る

副
作
用
な
ど
が
あ
れ
ば
記
入
し
、
病
院
や
診
療
所
を
受
診

す
る
時
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
外
出
す
る
時
に
も
携
帯
し
て

く
だ
さ
い
。

お
薬
手
帳
は
い
つ
も
携
帯
！

■
お
薬
手
帳
カ
バ
ー
に
入
れ
る
も
の

　
・
お
薬
手
帳

　
・
カ
ー
ド
型
健
康
保
険
証
、
診
察
券

　
・
情
報
カ
ー
ド（
緊
急
連
絡
先
や
関
わ
り
の
あ
る
医
療
・

　
　
介
護
事
業
所
名
な
ど
を
記
載
し
た
も
の
） 

な
ど

　
救
急
で
の
受
診
時
な
ど
、

意
識
の
な
い
状
態
で
も
、

お
薬
手
帳
が
あ
れ
ば
、
既

往
歴
、
加
療
中
の
疾
患
な

ど
を
医
師
が
推
察
す
る
武

器
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　
投
薬
が
あ
っ
た
時
に
は

処
方
シ
ー
ル
の
貼
付
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
、
普
段
か
ら
携
帯
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、三
代
目
の
お
薬
手
帳
カ
バ
ー
は
芭
蕉
さ
ん

の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
薬
手
帳
カ
バ
ー
に
入
れ
る
情
報
カ
ー
ド
は
、

医
療
や
福
祉
、
介
護
の
関
係
者
で
患
者
さ
ん
の
状

態
を
把
握
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
大
切
な
も
の
で
す
。

家
族
の
人
も
普
段
の
気
づ
き
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
処
方
さ
れ
た
薬
の
記
録
と
合
わ
せ
て
、
お
薬
手
帳
に

記
入
さ
れ
た
専
門
職
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
カ
ー
ド

を
基
に
、
医
療
や
福
祉
、
介
護
の
関
係
者
で
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
病
院
や
診
療
所
、
薬
局
へ
行
っ
た
際
に
は
お
薬
手
帳
を

忘
れ
ず
に
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
を
提
示
し
ま
し
ょ
う
！

お
薬
手
帳
は
あ
な
た
の
健
康
を
守
る

武
器
の
一
つ
で
す

お
薬
手
帳
は
あ
な
た
の
健
康
を
守
る

武
器
の
一
つ
で
す

伊賀医師会　猪木 達 会長

伊賀流伊賀流お薬手帳
お薬手帳活用術

お
薬
手
帳
カ
バ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

▲三代目のお薬手帳カバーと情報カード

関係者および支援事業所連絡先
記入日氏　名

職　種
担当者

事業所名
電話番号（FAX番号）

電話番号（携帯番号） 本人との関係【キーパーソン】

緊急連絡先 年　   月　   日
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お薬手帳カバーや

よりよい支援につながります
情報共有ツールが

専門職のみなさんの声

　訪問看護で測定した血圧や血糖値を1カ月分
記入したお薬手帳を医師や薬剤師が見ることで、
現在の詳しい状況を把握してもらえるようにな
りました。

　専門職同士で情報を共有するための「多職種
連携のための連絡票」を使うことで、院内処方
の医師と院外処方の医院の医師双方に情報共有
し、重複処方を解消することができました。

　在宅介護の支援計画（ケアプラン）に、訪問
看護やデイケア（通所リハビリテーション）な
どの医療系サービスを位置付けるには主治医と
の連携が不可欠です。「多職種連携のための連
絡票」の活用で、やりとりがしやすくなり、タ
イムリーに必要なサービスの調整ができました。

 お薬手帳カバーがあることで、お薬手帳・健
康保険証・介護保険証・診察券などを紛失する
ことなく管理されるようになりました。
 ケアマネジャーが自宅訪問した際も、気軽に
見ることができ、受診の間隔や受診先、処方の
変更などが確認しやすく、本人や家族との会話
がはずむきっかけとなりました。緊急時にも多
くの場面で役立っています。

　お薬手帳カバーにいろいろな情報が集約され
たので、病気や体調の確認が以前に比べてしや
すくなりました。
　利用者さんからもお薬手帳など受診の記録を
探す手間が減り、「どこにしまったかな？」が
減ったとの声を聞きます。

タイムリーに介護保険サービス
　　　　の調整ができました！　　　　　

複数の医療機関とスムーズな
　　 情報共有ができました！

「どこにしまったかな？」
　　　　　　が減りました！

血圧などを記録することで
診察がスムーズになりました！

本人や家族との会話が
　　　　　　はずみました！
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情報共有ツールが

専門職のみなさんの声
を活用した
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～住み慣れた我が家で安心して暮らし続けるために～
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。
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介
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と
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と
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。
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。
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バ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

▲三代目のお薬手帳カバーと情報カード

関係者および支援事業所連絡先
記入日氏　名

職　種
担当者

事業所名
電話番号（FAX番号）

電話番号（携帯番号） 本人との関係【キーパーソン】

緊急連絡先 年　   月　   日
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第４次伊賀市障がい者福祉計画（令和３～８年度）

▲障がい児通所支援事業所に通う子どもたちの作品

だれもが自分らしく
暮らせるまちをつくる

　
す
べ
て
の
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

「
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
」
が
送
れ
る
社
会

を
私
た
ち
は
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
支
援
や

介
護
が
必
要
な
時
も
「
い
き
い
き
と
輝
け

る
暮
ら
し
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
お

互
い
に
支
え
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
令
和
２
年
３
月
末
現
在
、
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
市
民
は
６
，２
９
６
人
で
、

市
の
人
口
の
約
７
％
で
す
。

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
な

が
ら
、主
体
的
に
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
、

人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
安
心

し
て
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
、
障
が
い
者

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
第
４
次
計
画
で
は
、
第
３
次
計
画
か
ら

引
き
続
き
、「
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
た
め
に
３
つ
の

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
障
害
」
の
「
害
」
と

い
う
漢
字
が
も
つ
マ
イ
ナ
ス
の
印
象

と
、
こ
れ
を
不
快
に
感
じ
る
人
の
思

い
に
配
慮
し
て
、「
が
い
」
と
平
仮

名
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
漢
字
か
平
仮

名
か
と
い
う
こ
と
自
体
、
意
味
が
な

い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
害
」
の
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
と
と

も
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別

や
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
ア
（
障
壁
）
に

つ
い
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
考

え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
用
語

な
ど
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
漢
字

表
記
と
し
て
い
ま
す
。

「
障
が
い
」
の
表
記
に
つ
い
て

▲伊賀鉄道での「障害者週間」啓発活動

第４次伊賀市障がい者福祉計画（令和３～８年度）

▲障がい児通所支援事業所に通う子どもたちの作品

だれもが自分らしく
暮らせるまちをつくる

　
市
で
は
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と

し
な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
人
自
身
を
含

め
た
一
人
ひ
と
り
の
参
加
に
よ
る
、
地
域

の
福
祉
課
題
を
解
決
し
て
い
く
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
障
が
い
者
福
祉
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
人
に
障
が
い

者
福
祉
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
か
ら
参
加
し
て
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
」
を
実
現
す
る

に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
や
思
い
を

出
発
点
と
し
て
、
生
活
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
包
括
的
な
相
談
支
援
に

取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
と
す
る

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
生
か

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
効

果
的
な
支
援
を
行
う
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
と
福
祉
人
材
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
が

協
力
し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
地
域
で
生

活
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
必
要
な
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
学
習
・
体
験
や
療
育
な

ど
の
機
会
を
提
供
し
、
そ
の
成
果
を
生
か

し
て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
を
通
じ
た
発
達
支
援
・
就

労
支
援
・
生
活
支
援
を
一
貫
し
て
行
え
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
組
織
と
協
力

し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
障
が
い
の
種
別
や
程
度
に
か

か
わ
ら
ず
、
生
涯
を
通
じ
て
社
会
参
加
で

き
る
共
生
の
し
く
み
を
進
め
ま
す
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
に
基

づ
く
、
だ
れ
も
が
心
地
よ
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
に
は
、
障

が
い
を
「
特
別
な
も
の
」
と
考
え
る
の
で

は
な
く
、
共
に
生
き
る
地
域
の
一
員
と
し

て
理
解
し
あ
い
、
支
え
あ
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
そ
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
自
身
も
ま

ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
自
然
災
害
な
ど
へ
の
不
安
に
対
し
て
、

市
全
体
で
環
境
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

計
画
の
実
現
に
向
け
て

障
が
い
者
福
祉
の
３
つ
の
目
標

目
標 

Ⅰ

目
標 

Ⅱ

目
標 

Ⅲ

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

生
活
支
援
の
し
く
み
を
つ
く
る 

生
涯
を
通
じ
て
社
会
参
加
で
き
る

共
生
の
し
く
み
を
つ
く
る

だ
れ
も
が
心
地
よ
く
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る

【
問
い
合
わ
せ
】

　
障
が
い
福
祉
課

　
☎
22
・
９
６
５
７　
℻  
22
・
９
６
６
２

　

shougai@
city.iga.lg,jp

※
第
４
次
障
が
い
者
福
祉
計
画

（
全
文
）
は
こ
ち
ら
か
ら
見

ら
れ
ま
す
。

▲「にじいろネット」研究会での訪問型
薬局の内見会

▲県立特別支援学校生徒の市長表敬訪問

▲ひゅーまんフェスタでの体験コーナー
の様子
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第４次伊賀市障がい者福祉計画（令和３～８年度）

▲障がい児通所支援事業所に通う子どもたちの作品

だれもが自分らしく
暮らせるまちをつくる

　
す
べ
て
の
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

「
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
」
が
送
れ
る
社
会

を
私
た
ち
は
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
支
援
や

介
護
が
必
要
な
時
も
「
い
き
い
き
と
輝
け

る
暮
ら
し
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
お

互
い
に
支
え
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
令
和
２
年
３
月
末
現
在
、
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
市
民
は
６
，２
９
６
人
で
、

市
の
人
口
の
約
７
％
で
す
。

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
な

が
ら
、主
体
的
に
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
、

人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
安
心

し
て
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
、
障
が
い
者

福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
第
４
次
計
画
で
は
、
第
３
次
計
画
か
ら

引
き
続
き
、「
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
た
め
に
３
つ
の

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
障
害
」
の
「
害
」
と

い
う
漢
字
が
も
つ
マ
イ
ナ
ス
の
印
象

と
、
こ
れ
を
不
快
に
感
じ
る
人
の
思

い
に
配
慮
し
て
、「
が
い
」
と
平
仮

名
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
漢
字
か
平
仮

名
か
と
い
う
こ
と
自
体
、
意
味
が
な

い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
害
」
の
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
と
と

も
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別

や
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
ア
（
障
壁
）
に

つ
い
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
考

え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
用
語

な
ど
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
漢
字

表
記
と
し
て
い
ま
す
。

「
障
が
い
」
の
表
記
に
つ
い
て

▲伊賀鉄道での「障害者週間」啓発活動

第４次伊賀市障がい者福祉計画（令和３～８年度）

▲障がい児通所支援事業所に通う子どもたちの作品

だれもが自分らしく
暮らせるまちをつくる

　
市
で
は
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と

し
な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
人
自
身
を
含

め
た
一
人
ひ
と
り
の
参
加
に
よ
る
、
地
域

の
福
祉
課
題
を
解
決
し
て
い
く
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
障
が
い
者
福
祉
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
人
に
障
が
い

者
福
祉
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
か
ら
参
加
し
て
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
」
を
実
現
す
る

に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
や
思
い
を

出
発
点
と
し
て
、
生
活
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
包
括
的
な
相
談
支
援
に

取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
と
す
る

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
生
か

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
効

果
的
な
支
援
を
行
う
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
と
福
祉
人
材
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
が

協
力
し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
地
域
で
生

活
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
必
要
な
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
学
習
・
体
験
や
療
育
な

ど
の
機
会
を
提
供
し
、
そ
の
成
果
を
生
か

し
て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
を
通
じ
た
発
達
支
援
・
就

労
支
援
・
生
活
支
援
を
一
貫
し
て
行
え
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
組
織
と
協
力

し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
障
が
い
の
種
別
や
程
度
に
か

か
わ
ら
ず
、
生
涯
を
通
じ
て
社
会
参
加
で

き
る
共
生
の
し
く
み
を
進
め
ま
す
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
に
基

づ
く
、
だ
れ
も
が
心
地
よ
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
に
は
、
障

が
い
を
「
特
別
な
も
の
」
と
考
え
る
の
で

は
な
く
、
共
に
生
き
る
地
域
の
一
員
と
し

て
理
解
し
あ
い
、
支
え
あ
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
そ
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
自
身
も
ま

ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
自
然
災
害
な
ど
へ
の
不
安
に
対
し
て
、

市
全
体
で
環
境
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

計
画
の
実
現
に
向
け
て

障
が
い
者
福
祉
の
３
つ
の
目
標

目
標 
Ⅰ

目
標 

Ⅱ

目
標 

Ⅲ

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

生
活
支
援
の
し
く
み
を
つ
く
る 

生
涯
を
通
じ
て
社
会
参
加
で
き
る

共
生
の
し
く
み
を
つ
く
る

だ
れ
も
が
心
地
よ
く
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る

【
問
い
合
わ
せ
】

　
障
が
い
福
祉
課

　
☎
22
・
９
６
５
７　
℻  
22
・
９
６
６
２

　

shougai@
city.iga.lg,jp

※
第
４
次
障
が
い
者
福
祉
計
画

（
全
文
）
は
こ
ち
ら
か
ら
見

ら
れ
ま
す
。

▲「にじいろネット」研究会での訪問型
薬局の内見会

▲県立特別支援学校生徒の市長表敬訪問

▲ひゅーまんフェスタでの体験コーナー
の様子
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対象
年齢

20 歳（平成 14年４月２日～
平成15年４月１日生まれの人）

19歳（平成 15年４月２日～
平成16年４月１日生まれの人）

18歳（平成 16年４月２日～
平成17年４月１日生まれの人）

と　き 令和５年１月８日㈰ 令和５年３月 19日㈰ 令和５年５月４日（木・祝）

ところ ９会場 ９会場 １会場

成人式の対象年齢を 20歳から 18歳に変更します

民法改正後の伊賀市成人式

【問い合わせ】　
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻   22-9692
　 gakushuu@city.iga.lg.jp

　「成人の日」は、大人になったことを自覚し、自ら
生き抜こうとする青年を祝い励ます日として法律で定
められています。
　周りの大人たちに守られてきた子ども時代を終え、
新成人たちが社会的な責任を持ち、大人の社会へ仲間
入りすることを自覚する。また、社会が新成人を祝福
し、成人として扱うことを確認する節目として行うの
が「成人式」です。

　民法改正前の成人式は、対象者の年齢が 20歳にな
る年度に行っています。
　民法改正による成年年齢の引き下げに伴い、対象者
の年齢が 18歳になる年度の１月に行おうとすると、
多くの人は受験や就職活動などの準備があり、参加が
難しくなると考えられます。
　そのため、皆さんが参加しやすいよう、対象者の年
齢が 18歳になる年度の翌年度のゴールデンウィーク
（５月４日）に開催することを決めました。

※令和６年以降に行う成人式は、毎年５月４日に開催します。
※平成 13年４月２日～平成 14年４月１日生まれの人を対象とした成人式は令和４年１月９日㈰に開催します。

　これまで 20歳で成人式を行ってきたのは、民法の
成年年齢が満 20歳であることが理由です。
　令和４年４月１日に民法の定める成年年齢が 18歳
に引き下げられることに伴い、市では次のとおり成人
式を行います。

◆「成人式」とは

◆伊賀市成人式の対象年齢の考え方

◆令和４年度の成人式

◆成人式を５月４日とした理由

　現在、障がいのある人もない人も、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため、新しい生活様式が求
められています。
　しかし、障がいのある人の中には、新たに発生し
た課題に直面し、困っている人がいます。マスクの
着用が難しかったり、インターネットでの手続きや
買い物で困りごとがある人も多くいます。
　発達障害情報・支援センターが行ったアンケート
では、「生活資金の支援や情報がほしい」、「『控える』、
『慎重に』など曖昧な表現が理解しづらい」などの
回答がありました。このことから、さまざまな情報
をより分かりやすく簡単に入手できるようにする必
要があると言えます。
　それぞれの障がいの特性を理解し、皆さんのでき
る範囲で状況に応じたサポートをお願いします。

◆新しい生活様式での困りごとの例
○知的障がい、発達障がいのある人
・触覚過敏によりマスクが肌に触れる部分が痛
かったり、息苦しくなるためマスクを着けてい
られない。
・状況の変化の理解が難しく、生活がスケジュー
ルどおりにできないとパニックになってしまう。

○視覚障がいのある人
・店に貼ってある営業時間変更や、マスク・消毒
液販売のお知らせが分からない。
・日常生活では、物を触って確認するため、触ら
ない感染対策が難しい。
・周りの人との距離感がつかめず近づいてしまう。
○聴覚障がいのある人
・マスクで相手の口元や表情が隠れ、意思を読み
取りにくい。
・フェイスシールドの光の反射で表情が見えに
くい。

○車いすを利用する人
・車いすでは届かない高さに消毒液が置かれて
いる。
・話しかける人が、目線を合わせるために、顔を
近づけすぎてしまう。

【問い合わせ】　障がい福祉課　☎ 22-9657　℻   22-9662　 shougai@city.iga.lg.jp

新しい生活様式での障がいのある人への配慮

◆「ワクチン接種推進課」を設置しました
　現在、市では「ワクチン接種推進課」を設置し、新型コロナウイ
ルス感染症のワクチン接種について、国の方針などに従って準備を
しています。今後、決まったことは、市ホームページなどで皆さん
に順次お知らせします。

◆ワクチン接種の順番
　安全で有効なワクチンが承認され、供給で
きるようになった時には、医療従事者などの
後、高齢者や基礎疾患を持つ人の順に接種を
進めていく予定です。順次、接種に必要とな
るクーポン券を郵送します。

新型コロナウイルス感染症に関する
お知らせ

【問い合わせ】
　ワクチン接種推進課　 
　☎ 41-1550　℻   22-9694
　 wakuchin@city.iga.lg.jp

◆ワクチンに関する最新情報は、下記
のホームページをご確認ください。
○厚生労働省ホームページ
「新型コロナワクチン接種について」
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対象
年齢

20 歳（平成 14年４月２日～
平成15年４月１日生まれの人）

19歳（平成 15年４月２日～
平成16年４月１日生まれの人）

18歳（平成 16年４月２日～
平成17年４月１日生まれの人）

と　き 令和５年１月８日㈰ 令和５年３月 19日㈰ 令和５年５月４日（木・祝）

ところ ９会場 ９会場 １会場

成人式の対象年齢を 20歳から 18歳に変更します

民法改正後の伊賀市成人式

【問い合わせ】　
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻   22-9692
　 gakushuu@city.iga.lg.jp

　「成人の日」は、大人になったことを自覚し、自ら
生き抜こうとする青年を祝い励ます日として法律で定
められています。
　周りの大人たちに守られてきた子ども時代を終え、
新成人たちが社会的な責任を持ち、大人の社会へ仲間
入りすることを自覚する。また、社会が新成人を祝福
し、成人として扱うことを確認する節目として行うの
が「成人式」です。

　民法改正前の成人式は、対象者の年齢が 20歳にな
る年度に行っています。
　民法改正による成年年齢の引き下げに伴い、対象者
の年齢が 18歳になる年度の１月に行おうとすると、
多くの人は受験や就職活動などの準備があり、参加が
難しくなると考えられます。
　そのため、皆さんが参加しやすいよう、対象者の年
齢が 18歳になる年度の翌年度のゴールデンウィーク
（５月４日）に開催することを決めました。

※令和６年以降に行う成人式は、毎年５月４日に開催します。
※平成 13年４月２日～平成 14年４月１日生まれの人を対象とした成人式は令和４年１月９日㈰に開催します。

　これまで 20歳で成人式を行ってきたのは、民法の
成年年齢が満 20歳であることが理由です。
　令和４年４月１日に民法の定める成年年齢が 18歳
に引き下げられることに伴い、市では次のとおり成人
式を行います。

◆「成人式」とは

◆伊賀市成人式の対象年齢の考え方

◆令和４年度の成人式

◆成人式を５月４日とした理由

　現在、障がいのある人もない人も、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため、新しい生活様式が求
められています。
　しかし、障がいのある人の中には、新たに発生し
た課題に直面し、困っている人がいます。マスクの
着用が難しかったり、インターネットでの手続きや
買い物で困りごとがある人も多くいます。
　発達障害情報・支援センターが行ったアンケート
では、「生活資金の支援や情報がほしい」、「『控える』、
『慎重に』など曖昧な表現が理解しづらい」などの
回答がありました。このことから、さまざまな情報
をより分かりやすく簡単に入手できるようにする必
要があると言えます。
　それぞれの障がいの特性を理解し、皆さんのでき
る範囲で状況に応じたサポートをお願いします。

◆新しい生活様式での困りごとの例
○知的障がい、発達障がいのある人
・触覚過敏によりマスクが肌に触れる部分が痛
かったり、息苦しくなるためマスクを着けてい
られない。

・状況の変化の理解が難しく、生活がスケジュー
ルどおりにできないとパニックになってしまう。

○視覚障がいのある人
・店に貼ってある営業時間変更や、マスク・消毒
液販売のお知らせが分からない。

・日常生活では、物を触って確認するため、触ら
ない感染対策が難しい。

・周りの人との距離感がつかめず近づいてしまう。
○聴覚障がいのある人
・マスクで相手の口元や表情が隠れ、意思を読み
取りにくい。

・フェイスシールドの光の反射で表情が見えに
くい。

○車いすを利用する人
・車いすでは届かない高さに消毒液が置かれて
いる。

・話しかける人が、目線を合わせるために、顔を
近づけすぎてしまう。

【問い合わせ】　障がい福祉課　☎ 22-9657　℻   22-9662　 shougai@city.iga.lg.jp

新しい生活様式での障がいのある人への配慮

◆「ワクチン接種推進課」を設置しました
　現在、市では「ワクチン接種推進課」を設置し、新型コロナウイ
ルス感染症のワクチン接種について、国の方針などに従って準備を
しています。今後、決まったことは、市ホームページなどで皆さん
に順次お知らせします。

◆ワクチン接種の順番
　安全で有効なワクチンが承認され、供給で
きるようになった時には、医療従事者などの
後、高齢者や基礎疾患を持つ人の順に接種を
進めていく予定です。順次、接種に必要とな
るクーポン券を郵送します。

新型コロナウイルス感染症に関する
お知らせ

【問い合わせ】
　ワクチン接種推進課　 
　☎ 41-1550　℻   22-9694
　 wakuchin@city.iga.lg.jp

◆ワクチンに関する最新情報は、下記
のホームページをご確認ください。

○厚生労働省ホームページ
「新型コロナワクチン接種について」
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概要 令和２年 前年比

火災件数
（件）

建物火災 27 3
林野火災 5 2
車両火災 4 － 2
その他火災 34 2
合　計 70 5

死傷者
（人）

焼死者 2 0
負傷者 6 － 1

火災
　昨年の火災件数は 70件（前年比５件増加）で、約
５日に１件の割合で火災が発生したことになります。
また、火災により２人が亡くなりました。

※住宅用火災警報器は 10年を
目安に交換してください。

救急の出動概要 令和２年 前年比

事故種別
（件）

急　病 2,653 － 287
交通事故 303 － 27
一般負傷 698 － 41
転院搬送 471 － 50
その他 180 － 13
合　計 4,305 － 418

救急
　昨年の救急件数は4,305件（前年比418件減少）で、
搬送した人数は3,795人（前年比367人減少）でした。
市内で１日あたりの救急件数は平均 12件で、市民の
約 23人に１人が救急車を利用したことになります。

救助の出動概要 令和２年 前年比

事故種別
（件）

交通事故 29 9
水難事故 2 － 2
その他の事故 15 － 5
合　計 46 2

救助
　昨年の救助件数は46件（前年比２件増加）でした。

令和２年火災救急救助

火災時の逃げ遅れを防ぐため
住宅用火災警報器を設置
してください。

　昨年の火災・救急・救助の出動概要は次のとおりです。※数値は速報値です。

出動件数

【問い合わせ】　
○火災関係　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻   24-9111
　 yobou@city.iga.lg.jp
○救急・救助関係　伊賀消防署管理課
　☎ 24-9120　℻   24-3544
　 kanri-fd@city.iga.lg.jp

◆救急車は適正に利用しましょう
　救急搬送の半数以上は入院の必要のない軽症者
で、なかには「交通手段がない」「どの病院に行
けばよいかわからない」と救急要請する人がい
ます。
　119 番を受けると、通常、現場から一番近い救
急車が出動します。軽い症状で救急車を利用する
人が増えると、遠方の救急車が出動することにな
り、大けがや心筋梗塞、脳卒中などの緊急に病院
へ搬送する必要がある人のいる現場への救急車の
到着が遅れてしまいます。
　一人でも多くの命を救うため、救急車の適正利
用にご協力ください。
○受診できる病院がわからない場合
　三重県救急医療情報センター　☎059-229-1199
○受診の判断に迷った場合
　伊賀市救急相談ダイヤル 24　☎ 0120-4199-22
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概要 令和２年 前年比

火災件数
（件）

建物火災 27 3
林野火災 5 2
車両火災 4 － 2
その他火災 34 2
合　計 70 5

死傷者
（人）

焼死者 2 0
負傷者 6 － 1

火災
　昨年の火災件数は 70件（前年比５件増加）で、約
５日に１件の割合で火災が発生したことになります。
また、火災により２人が亡くなりました。

※住宅用火災警報器は 10年を
目安に交換してください。

救急の出動概要 令和２年 前年比

事故種別
（件）

急　病 2,653 － 287
交通事故 303 － 27
一般負傷 698 － 41
転院搬送 471 － 50
その他 180 － 13
合　計 4,305 － 418

救急
　昨年の救急件数は4,305件（前年比418件減少）で、
搬送した人数は3,795人（前年比367人減少）でした。
市内で１日あたりの救急件数は平均 12件で、市民の
約 23人に１人が救急車を利用したことになります。

救助の出動概要 令和２年 前年比

事故種別
（件）

交通事故 29 9
水難事故 2 － 2

その他の事故 15 － 5
合　計 46 2

救助
　昨年の救助件数は46件（前年比２件増加）でした。

令和２年火災救急救助

火災時の逃げ遅れを防ぐため
住宅用火災警報器を設置
してください。

　昨年の火災・救急・救助の出動概要は次のとおりです。※数値は速報値です。

出動件数

【問い合わせ】　
○火災関係　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻   24-9111
　 yobou@city.iga.lg.jp
○救急・救助関係　伊賀消防署管理課
　☎ 24-9120　℻   24-3544
　 kanri-fd@city.iga.lg.jp

◆救急車は適正に利用しましょう
　救急搬送の半数以上は入院の必要のない軽症者
で、なかには「交通手段がない」「どの病院に行
けばよいかわからない」と救急要請する人がい
ます。
　119 番を受けると、通常、現場から一番近い救
急車が出動します。軽い症状で救急車を利用する
人が増えると、遠方の救急車が出動することにな
り、大けがや心筋梗塞、脳卒中などの緊急に病院
へ搬送する必要がある人のいる現場への救急車の
到着が遅れてしまいます。
　一人でも多くの命を救うため、救急車の適正利
用にご協力ください。
○受診できる病院がわからない場合
　三重県救急医療情報センター　☎059-229-1199
○受診の判断に迷った場合
　伊賀市救急相談ダイヤル 24　☎ 0120-4199-22

３
月
中
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の
手
続
き

　
毎
年
３
月
末
は
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き

が
必
要
な
場
合
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。
※
普
通
自
動
車
も
同
様
で
す
。

　
販
売
業
者
な
ど
に
廃
車
手
続
き
を
依
頼

し
て
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
ご
と
車
両
を

引
き
渡
し
た
人
は
、
手
続
き
が
完
了
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
、
車
両
を
引
き
渡
し
た

販
売
業
者
な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
は
車
種
や
手
続
内
容
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
す
べ
て
の
手
続
き
に
、
窓
口
へ
来
た
人

の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

◆
三・四
輪
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
検
査
協
会
三
重
事
務
所

　
☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・
１
７
７
９

◆
二
輪
の
軽
自
動
車
・
小
型
自
動
車
に
つ

い
て

　
中
部
運
輸
局
三
重
運
輸
支
局

　
☎
 ０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
５
５

◆
原
動
機
付
自
転
車・小
型
特
殊
自
動
車・

農
耕
作
業
用
等
自
動
車
に
つ
い
て

　
課
税
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課

　
軽
自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
の
税
額
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
４
月
２
日
以
降
、年
度
の
途
中
で
廃
車
や
名
義
変
更
を
し
て
も
、

１
年
分
の
税
額
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
で
、
軽
自
動
車
税
種
別
割
の
減
免

を
受
け
る
人
は
、
納
税
通
知
書
が
届
い
て

か
ら
納
期
限
ま
で
に
減
免
申
請
書
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
こ
の
申
請
は
、
現
在
減
免
を
受
け
て
い

る
人
が
引
き
続
き
減
免
を
受
け
る
場
合

も
必
要
で
す
。

　
軽
自
動
車
等
の
税
額
は
、
種
別
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
は
、
新

規
登
録
年
月
（
初
め
て
そ
の
車
両
が
車
両

番
号
の
指
定
を
受
け
た
年
月
の
こ
と
。
車

検
証
に
記
載
。）
に
よ
っ
て
、
前
年
度
と

税
額
が
異
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
課
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
３　
℻  
22
・
９
６
１
８　

kazei@
city.iga.lg.jp

所
有
車
の
年
税
額
に
つ
い
て

減
免
を
受
け
る
に
は

毎
年
申
請
が
必
要
で
す

トピックス

　

家
族
が
運
転
す
る
場
合
の
使
用
目

的
の
条
件
を
、
通
院
や
通
学
な
ど
に

限
定
し
て
い
ま
す
が
、
障
が
い
が
あ

る
人
な
ど
の
社
会
参
加
を
支
援
し
て

い
く
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
社

会
参
加
活
動
全
般
に
拡
充
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

車
種
別
の
問
い
合
わ
せ
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マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
伊
賀　
入
賞
作
品

三
重
と
こ
わ
か
国
体
市
の
炬き

ょ
火か

名
を
募
集
し
ま
す

　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
開
催
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
国
体
を
盛
り
上
げ

て
い
く
た
め
、
伊
賀
市
の
炬
火
名
を
募
集

し
ま
す
。

炬
火

　
炬
火
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
い
う

聖
火
に
あ
た
る
も
の
で
、
三
重
と
こ

わ
か
国
体
・
大
会
の
期
間
中
、
選
手

た
ち
を
見
守
る
国
体
・
大
会
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
今
後
、
採
火
（
炬
火
の

も
と
と
な
る
火
を
採
取
す
る
こ
と
）

行
事
を
行
い
、「
伊
賀
市
の
火
」
を

誕
生
さ
せ
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　
３
月
１
日
㈪
〜
４
月
30
日
㈮　
※
必
着

【
応
募
資
格
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

【
応
募
の
き
ま
り
】

○
国
体
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
に
ふ
さ
わ

し
い
「
伊
賀
市
ら
し
さ
」
が
あ
ふ
れ
た

炬
火
名
。

○
炬
火
名
は
「
〇
〇
〇
〇
の
火
」
と
し
、

文
字
数
は
20
文
字
以
内
（「
の
火
」
は

20
文
字
以
内
に
含
む
）。

○
応
募
数
は
一
人
１
点
と
し
、
自
作
の
も

の
で
未
発
表
の
も
の
。

（
参
考
）

２
０
１
８
年 

福
井
国
体 

敦
賀
市

「
輝
い
て 

み
な
と
つ
る
が
の 

希
望
の
火
」

２
０
１
９
年 

茨
城
国
体 

龍
ケ
崎
市

「
龍
お
ど
る 

大
地
に
広
が
る 

勇
気
の
火
」

【
賞
・
賞
品
】

　
入
賞
者
（
最
優
秀
賞・優
秀
賞
）
に
は
、

賞
状
と
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
進
呈

【
応
募
方
法
】

　
炬
火
名
、
炬
火
名
を
付
け
た
理
由
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
（
学
年
）、

学
校
名
を
明
記
の
上
、
応
募
先
ま
で
。

※
詳
し
く
は
市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
伊
賀
市
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
43
・
９
１
０
０　
℻  
43
・
９
１
０
２　

kokutai@
city.iga.lg.jp

　
伊
賀
文
学
振
興
会
と
市
の
共
催
で
「
伊

賀
」
を
テ
ー
マ
に
物
語
や
エ
ッ
セ
イ
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
79
人
か
ら
82
編
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
一
般
の
部

最
優
秀
賞　

○
「
僕
の
育
休
俳
句
手
帳
〜
は
じ
ま
り
の

葉
月
〜
」森
永　
侑
樹
さ
ん（
名
張
市
）

優
秀
賞

○
「
父
の
エ
ー
ル
」
小
松
崎　
有
美
さ
ん

（
埼
玉
県
所
沢
市
）

○
「
タ
カ
ジ
ョ
さ
ん
」
桜
井　
昌
代
さ
ん

（
千
葉
県
市
川
市
）

○
「
沈
黙
を
蝉
」
森
永　
侑
樹
さ
ん
（
名

張
市
）

○
「
忍
之
一
字
」
森　
雅
さ
ん
（
名
張
市
）

◆
中
高
生
の
部

最
優
秀
賞

○
「
去
ぬ
る
」
畔
柳　
初
さ
ん
（
岡
崎
市

立
六
ツ
美
北
中
学
校
）

優
秀
賞

○
「
初
秋
」
芦
名　
由
衣
さ
ん
（
青
山
中

学
校
）

○
「
ぬ
く
も
り
」
濱
邊
ま
り
あ
さ
ん
（
上

野
高
等
学
校
）

◆
小
学
生
の
部

最
優
秀
賞　
該
当
な
し

優
秀
賞

○
「
伊
賀
の
か
ん
こ
さ
ん
」

　
小
川　
慈
人
さ
ん
（
名
張
市
立
桔
梗
が

丘
小
学
校
）

○
「
伊
賀
上
野
城
に
き
ょ
う
り
ゅ
う
が

や
っ
て
き
た
」

　
左
橋　
夢
琉
さ
ん
（
上
野
東
小
学
校
）

○「
あ
の
日
あ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
」

山
本　
莉
音
さ
ん
（
上
野
東
小
学
校
）

【
問
い
合
わ
せ
】　
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９　

bunka@
city.iga.lg.jp

▲昭和 50年開催
「第 30 回三重
国体」の様子 

トピックス

トピックス

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
を
掲
載

し
た
作
品
集
（
８
０
０
円
）

※
文
化
交
流
課
（
上
野
公
園
芭
蕉
翁

記
念
館
内
）
で
購
入
で
き
ま
す
。

作
品
集
を
販
売
し
ま
す

申請することで負担が軽くなる場合があります

高額介護合算療養費制度

【問い合わせ】　
○保険年金課
　後期高齢者医療担当
　☎ 22-9660　℻   26-0151
　国民健康保険担当
　☎ 22-9659　℻   26-0151
　 hoken@city.iga.lg.jp
○介護高齢福祉課
　☎ 26-3939　℻   26-3950
　 kaigo@city.iga.lg.jp

　世帯内の国民健康保険または後期高齢者医療制度の被保険者の全員が令和元年８月～令和２年７月の間に支払っ
た医療保険と介護保険の自己負担額を合計し、限度額を超えた場合に、その超えた金額を支給します。
※支給額が 500円以下の場合は対象となりません。
※限度額は世帯の所得状況によって異なります。
※国民健康保険と後期高齢者医療制度以外の健康保険に加入している人は、各保険者へお問い合わせください。

負担区分
①後期高齢者医療制度と介護保険
②国民健康保険と介護保険
　（70～ 74歳の人がいる世帯）

課税所得 690万円以上 212万円

課税所得 380万円以上
690万円未満 141万円

課税所得 145万円以上
380万円未満  67 万円

課税所得 145万円未満  56 万円

住民税非課税世帯 31万円（19万円＊１）

負担区分 ③国民健康保険と介護保険
　①②以外の世帯

所得額＊２
901万円超 212万円

所得額＊２
600万円超 901万円以下 141万円

所得額＊２
210万円超 600万円以下  67 万円

所得額＊２
210万円以下  60 万円

住民税非課税世帯  34 万円

＊１　すべての世帯員の所得が０円になる人。公的年金控除額は
80万円として計算。ただし、複数の人が介護サービスを利
用する場合の限度額は 31万円になります。

＊２　総所得金額等から基礎控除額を差し引いた額

限度額表
　支給対象の国民健康保険または後期
高齢者医療の被保険者へ３月下旬に申
請書を郵送します。
　令和元年８月～令和２年７月の間に
転出入により、加入する保険が変わっ
た人や、ほかの医療保険から国民健康
保険や後期高齢者医療保険に変わった
人は、お知らせが届かない場合があり
ます。限度額表を確認し、支給の対象
と思われる場合はご相談ください。
【持ち物】
○申請書
○印鑑
○振込先の口座番号がわかるもの
○被保険者のマイナンバーカードまた
は通知カード
○届出をする人の本人確認書類（運転
免許証・パスポートなどの顔写真付
きのもの）
※顔写真付きのものがない場合、健康
保険証や年金手帳など、本人確認書
類が２点必要です。

申請をお忘れなく！

トピックス
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マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
伊
賀　
入
賞
作
品

三
重
と
こ
わ
か
国
体
市
の
炬き

ょ
火か

名
を
募
集
し
ま
す

　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
開
催
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
国
体
を
盛
り
上
げ

て
い
く
た
め
、
伊
賀
市
の
炬
火
名
を
募
集

し
ま
す
。

炬
火

　
炬
火
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
い
う

聖
火
に
あ
た
る
も
の
で
、
三
重
と
こ

わ
か
国
体
・
大
会
の
期
間
中
、
選
手

た
ち
を
見
守
る
国
体
・
大
会
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
今
後
、
採
火
（
炬
火
の

も
と
と
な
る
火
を
採
取
す
る
こ
と
）

行
事
を
行
い
、「
伊
賀
市
の
火
」
を

誕
生
さ
せ
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　
３
月
１
日
㈪
〜
４
月
30
日
㈮　
※
必
着

【
応
募
資
格
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

【
応
募
の
き
ま
り
】

○
国
体
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
に
ふ
さ
わ

し
い
「
伊
賀
市
ら
し
さ
」
が
あ
ふ
れ
た

炬
火
名
。

○
炬
火
名
は
「
〇
〇
〇
〇
の
火
」
と
し
、

文
字
数
は
20
文
字
以
内
（「
の
火
」
は

20
文
字
以
内
に
含
む
）。

○
応
募
数
は
一
人
１
点
と
し
、
自
作
の
も

の
で
未
発
表
の
も
の
。

（
参
考
）

２
０
１
８
年 

福
井
国
体 

敦
賀
市

「
輝
い
て 

み
な
と
つ
る
が
の 

希
望
の
火
」

２
０
１
９
年 

茨
城
国
体 

龍
ケ
崎
市

「
龍
お
ど
る 

大
地
に
広
が
る 

勇
気
の
火
」

【
賞
・
賞
品
】

　
入
賞
者
（
最
優
秀
賞・優
秀
賞
）
に
は
、

賞
状
と
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
進
呈

【
応
募
方
法
】

　
炬
火
名
、
炬
火
名
を
付
け
た
理
由
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
（
学
年
）、

学
校
名
を
明
記
の
上
、
応
募
先
ま
で
。

※
詳
し
く
は
市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
伊
賀
市
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
43
・
９
１
０
０　
℻  
43
・
９
１
０
２　

kokutai@
city.iga.lg.jp

　
伊
賀
文
学
振
興
会
と
市
の
共
催
で
「
伊

賀
」
を
テ
ー
マ
に
物
語
や
エ
ッ
セ
イ
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
79
人
か
ら
82
編
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
一
般
の
部

最
優
秀
賞　

○
「
僕
の
育
休
俳
句
手
帳
〜
は
じ
ま
り
の

葉
月
〜
」森
永　
侑
樹
さ
ん（
名
張
市
）

優
秀
賞

○
「
父
の
エ
ー
ル
」
小
松
崎　
有
美
さ
ん

（
埼
玉
県
所
沢
市
）

○
「
タ
カ
ジ
ョ
さ
ん
」
桜
井　
昌
代
さ
ん

（
千
葉
県
市
川
市
）

○
「
沈
黙
を
蝉
」
森
永　
侑
樹
さ
ん
（
名

張
市
）

○
「
忍
之
一
字
」
森　
雅
さ
ん
（
名
張
市
）

◆
中
高
生
の
部

最
優
秀
賞

○
「
去
ぬ
る
」
畔
柳　
初
さ
ん
（
岡
崎
市

立
六
ツ
美
北
中
学
校
）

優
秀
賞

○
「
初
秋
」
芦
名　
由
衣
さ
ん
（
青
山
中

学
校
）

○
「
ぬ
く
も
り
」
濱
邊
ま
り
あ
さ
ん
（
上

野
高
等
学
校
）

◆
小
学
生
の
部

最
優
秀
賞　
該
当
な
し

優
秀
賞

○
「
伊
賀
の
か
ん
こ
さ
ん
」

　
小
川　
慈
人
さ
ん
（
名
張
市
立
桔
梗
が

丘
小
学
校
）

○
「
伊
賀
上
野
城
に
き
ょ
う
り
ゅ
う
が

や
っ
て
き
た
」

　
左
橋　
夢
琉
さ
ん
（
上
野
東
小
学
校
）

○「
あ
の
日
あ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
」

山
本　
莉
音
さ
ん
（
上
野
東
小
学
校
）

【
問
い
合
わ
せ
】　
文
化
交
流
課

　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９　

bunka@
city.iga.lg.jp

▲昭和 50年開催
「第 30 回三重
国体」の様子 

トピックス

トピックス

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
を
掲
載

し
た
作
品
集
（
８
０
０
円
）

※
文
化
交
流
課
（
上
野
公
園
芭
蕉
翁

記
念
館
内
）
で
購
入
で
き
ま
す
。

作
品
集
を
販
売
し
ま
す

申請することで負担が軽くなる場合があります

高額介護合算療養費制度

【問い合わせ】　
○保険年金課
　後期高齢者医療担当
　☎ 22-9660　℻   26-0151
　国民健康保険担当
　☎ 22-9659　℻   26-0151
　 hoken@city.iga.lg.jp
○介護高齢福祉課
　☎ 26-3939　℻   26-3950
　 kaigo@city.iga.lg.jp

　世帯内の国民健康保険または後期高齢者医療制度の被保険者の全員が令和元年８月～令和２年７月の間に支払っ
た医療保険と介護保険の自己負担額を合計し、限度額を超えた場合に、その超えた金額を支給します。
※支給額が 500円以下の場合は対象となりません。
※限度額は世帯の所得状況によって異なります。
※国民健康保険と後期高齢者医療制度以外の健康保険に加入している人は、各保険者へお問い合わせください。

負担区分
①後期高齢者医療制度と介護保険
②国民健康保険と介護保険
　（70～ 74歳の人がいる世帯）

課税所得 690万円以上 212万円

課税所得 380万円以上
690万円未満 141万円

課税所得 145万円以上
380万円未満  67 万円

課税所得 145万円未満  56 万円

住民税非課税世帯 31万円（19万円＊１）

負担区分 ③国民健康保険と介護保険
　①②以外の世帯

所得額＊２
901万円超 212万円

所得額＊２
600万円超 901万円以下 141万円

所得額＊２
210万円超 600万円以下  67 万円

所得額＊２
210万円以下  60 万円

住民税非課税世帯  34 万円

＊１　すべての世帯員の所得が０円になる人。公的年金控除額は
80万円として計算。ただし、複数の人が介護サービスを利
用する場合の限度額は 31万円になります。

＊２　総所得金額等から基礎控除額を差し引いた額

限度額表
　支給対象の国民健康保険または後期
高齢者医療の被保険者へ３月下旬に申
請書を郵送します。
　令和元年８月～令和２年７月の間に
転出入により、加入する保険が変わっ
た人や、ほかの医療保険から国民健康
保険や後期高齢者医療保険に変わった
人は、お知らせが届かない場合があり
ます。限度額表を確認し、支給の対象
と思われる場合はご相談ください。
【持ち物】
○申請書
○印鑑
○振込先の口座番号がわかるもの
○被保険者のマイナンバーカードまた
は通知カード

○届出をする人の本人確認書類（運転
免許証・パスポートなどの顔写真付
きのもの）

※顔写真付きのものがない場合、健康
保険証や年金手帳など、本人確認書
類が２点必要です。

申請をお忘れなく！

トピックス
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ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す

　

２
０
２
１（
令
和
３
）年
度
版
の
資
源・

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
（
日
本
語
版
）、

青
山
支
所
管
内
に
は
青
山
ご
み
収
集
日
程

表
（
４
〜
９
月
）
を
、
広
報
い
が
３
月
号

と
併
せ
て
各
家
庭
へ
配
布
し
ま
す
。

　
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
さ
く
ら
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
戸
籍
住
民
課
・
各

支
所
振
興
課
・
伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合

（
青
山
支
所
管
内
分
）
の
窓
口
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
収
集
日
や
ご
み
を
出
す
時
間
は
、
お
住

ま
い
の
地
区
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
ご

み
を
出
す
前
に
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で

確
認
し
て
、
分
別
収
集
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
伊
賀
市
ご
み
分
別
ア
プ
リ

　
収
集
日
や
分
別
区
分
な
ど
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

《
上
野
・
伊
賀
・
島
ヶ
原
・
阿
山
・
大
山
田
支
所
管
内
》

○
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
20
・
１
０
５
０　
℻  
20
・
２
５
７
５　

haikibutsu@
city.iga.lg.jp

○
各
支
所
振
興
課
（
上
野
・
青
山
を
除
く
。）

《
青
山
支
所
管
内
》

○
青
山
支
所
振
興
課　
☎
52
・
１
１
１
２

○
伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合　
☎
53
・
１
１
２
０

　
一
年
以
上
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
多

く
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
す
ぎ
る

と
、
こ
こ
ろ
や
体
の
調
子
を
く
ず
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
病
気
は
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
不
調
や
ス
ト

レ
ス
症
状
が
続
き
、
日
常
生
活
に
支
障
が

出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
早
め
に
専
門
機
関

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口

【
自
殺
予
防　
電
話
相
談
】

　
月
〜
金
曜
日　
午
後
１
時
〜
４
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。）

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：

　
☎
０
１
２
０
・
０
１
・
７
８
２
３

※
三
重
県
内
の
み
通
話
で
き
ま
す
。

　
☎
 ０
５
９
・
２
５
３
・
７
８
２
３

【
自
殺
予
防　
夜
間･

休
日
電
話
相
談
】

　
３
月
31
日
ま
で

　
月
〜
金
曜
日　
午
後
４
時
〜
午
前
０
時

　
（
祝
日
を
除
く
。）

　
土
日
・
祝
日　
午
前
９
時
〜
午
前
０
時

　
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
：

　
☎
０
５
９
・
２
２
３
・
５
２
４
５

※
少
し
で
も
多
く
の
人
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
、
１
回
の
相
談
時
間
は
ひ
と
り

30
分
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。
か
か
り

に
く
い
場
合
は
時
間
を
お
い
て
か
け
直

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
の
相
談
先

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談
窓
口
（
三
重
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
）

○
ま
も
ろ
う
よ　
こ
こ
ろ

（
厚
生
労
働
省
特
設
サ
イ
ト
）

◆
強
化
月
間
イ
ベ
ン
ト

○
パ
ネ
ル
展
示
、
相
談
先
な
ど
の
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置

【
と　
き
】　
３
月
１
日
㈪
〜
５
日
㈮

　
開
庁
時
間
内

【
と
こ
ろ
】

　
本
庁
舎　
１
階
玄
関
ロ
ビ
ー

○
特
集
コ
ー
ナ
ー
設
置

　
テ
ー
マ
「
人
生
の
楽
し
み
方
」

【
と　
き
】　
３
月
３
日
㈬
〜
30
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
月
曜
日
休
館　

【
と
こ
ろ
】　
上
野
図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
】　
健
康
推
進
課

　
☎
22
・
９
６
５
３　
℻  
22
・
９
６
６
６　

kenkousuishin@
city.iga.lg.jp

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

※対応バージョン：iOS 5.1.1 以降、
Android 2.3 以降

i
アイフォーン
PhoneA

ア ン ド ロ イ ド
ndroid
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【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
が
楽
し
み
な
里
づ
く
り
委
員
会
（
伊
賀
市
農
業
公
園
管
理
棟
内
）

　
☎
・
℻  
39
・
１
２
５
０　

m
izakura@

ict.ne.jp

市
民
ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
募
集

　

健
康
づ
く
り
や
家
族
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、

農
業
者
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
市
民
ふ
れ

あ
い
農
園
で
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
農
園
の
見
学
な
ど
も
で
き
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】　
予
野
・
青
蓮
寺
開
畑
地
内

【
募
集
区
画
】

○
小
区
画　
50
㎡
・
２
１
１
区
画

○
大
区
画　
１
０
０
㎡
・
35
区
画

※
１
人
何
区
画
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

【
利
用
料
】

○
小
区
画

　
　
年
間
１
５
，０
０
０
円
／
区
画

○
大
区
画

　
　
年
間
３
０
，０
０
０
円
／
区
画

※
利
用
期
間
が
12
カ
月
に
満
た
な
い
場
合

は
月
割
り
額
に
な
り
ま
す
。

※
１
０
０
㎡
以
上
の
区
画
利
用
で
面
積
に

応
じ
て
割
引
が
あ
り
ま
す
。

【
付
帯
施
設
】

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス〔
管
理
棟
〕・ト
イ
レ・ロ
ッ

カ
ー
（
有
料
）・
シ
ャ
ワ
ー
（
有
料
）・
農

機
具
（
一
部
有
料
）

【
利
用
期
間
】

　
契
約
月
〜
令
和
４
年
３
月
31
日
（
継
続

更
新
可
）

※
途
中
解
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
税
の
納
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
納
付
書
を
お
持
ち
の
人
は
、
市
内
金
融

機
関
等
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
納
付
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
で
納

税
す
る
人
は
、
納
期
限
の
前
日
ま
で
に

残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
の
納
付
書
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
納
期
限
の
日
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

※
納
期
限
一
覧
表
の
各
戸
配
布
は
あ
り
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

▲敷地内には、共用の蛇口が
配備されているので、水や
りも簡単です。

市県民税 固定資産税 軽自動車税種別割 国民健康保険税

４月 １期 4 月 30日

５月 全期 5 月 31日

６月 １期 6 月 30日

７月 ２期 8 月 2日 １期 8 月 2日

８月 ２期 8 月 31日 ２期 8 月 31日

９月 ３期 9 月 30日

10月３期 11 月 1日 ４期 11 月 1日

11月 ５期 11 月 30日

12月 ３期 12 月 27日 ６期 12 月 27日

令和４年
１月 ４期 1 月 31日 ７期 1 月 31日

２月 ４期 2 月 28日 ８期 2 月 28日

３月 ９期 3 月 31日

トピックス
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ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す

　

２
０
２
１（
令
和
３
）年
度
版
の
資
源・

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
（
日
本
語
版
）、

青
山
支
所
管
内
に
は
青
山
ご
み
収
集
日
程

表
（
４
〜
９
月
）
を
、
広
報
い
が
３
月
号

と
併
せ
て
各
家
庭
へ
配
布
し
ま
す
。

　
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
さ
く
ら
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・
戸
籍
住
民
課
・
各

支
所
振
興
課
・
伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合

（
青
山
支
所
管
内
分
）
の
窓
口
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
収
集
日
や
ご
み
を
出
す
時
間
は
、
お
住

ま
い
の
地
区
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
ご

み
を
出
す
前
に
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で

確
認
し
て
、
分
別
収
集
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
伊
賀
市
ご
み
分
別
ア
プ
リ

　
収
集
日
や
分
別
区
分
な
ど
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

《
上
野
・
伊
賀
・
島
ヶ
原
・
阿
山
・
大
山
田
支
所
管
内
》

○
廃
棄
物
対
策
課

　
☎
20
・
１
０
５
０　
℻  
20
・
２
５
７
５　

haikibutsu@
city.iga.lg.jp

○
各
支
所
振
興
課
（
上
野
・
青
山
を
除
く
。）

《
青
山
支
所
管
内
》

○
青
山
支
所
振
興
課　
☎
52
・
１
１
１
２

○
伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合　
☎
53
・
１
１
２
０

　
一
年
以
上
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
多

く
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
す
ぎ
る

と
、
こ
こ
ろ
や
体
の
調
子
を
く
ず
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
病
気
は
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
不
調
や
ス
ト

レ
ス
症
状
が
続
き
、
日
常
生
活
に
支
障
が

出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
早
め
に
専
門
機
関

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口

【
自
殺
予
防　
電
話
相
談
】

　
月
〜
金
曜
日　
午
後
１
時
〜
４
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。）

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：

　
☎
０
１
２
０
・
０
１
・
７
８
２
３

※
三
重
県
内
の
み
通
話
で
き
ま
す
。

　
☎
 ０
５
９
・
２
５
３
・
７
８
２
３

【
自
殺
予
防　
夜
間･

休
日
電
話
相
談
】

　
３
月
31
日
ま
で

　
月
〜
金
曜
日　
午
後
４
時
〜
午
前
０
時

　
（
祝
日
を
除
く
。）

　
土
日
・
祝
日　
午
前
９
時
〜
午
前
０
時

　
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
：

　
☎
０
５
９
・
２
２
３
・
５
２
４
５

※
少
し
で
も
多
く
の
人
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
、
１
回
の
相
談
時
間
は
ひ
と
り

30
分
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。
か
か
り

に
く
い
場
合
は
時
間
を
お
い
て
か
け
直

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
の
相
談
先

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談
窓
口
（
三
重
県

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
）

○
ま
も
ろ
う
よ　
こ
こ
ろ

（
厚
生
労
働
省
特
設
サ
イ
ト
）

◆
強
化
月
間
イ
ベ
ン
ト

○
パ
ネ
ル
展
示
、
相
談
先
な
ど
の
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置

【
と　
き
】　
３
月
１
日
㈪
〜
５
日
㈮

　
開
庁
時
間
内

【
と
こ
ろ
】

　
本
庁
舎　
１
階
玄
関
ロ
ビ
ー

○
特
集
コ
ー
ナ
ー
設
置

　
テ
ー
マ
「
人
生
の
楽
し
み
方
」

【
と　
き
】　
３
月
３
日
㈬
〜
30
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
月
曜
日
休
館　

【
と
こ
ろ
】　
上
野
図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
】　
健
康
推
進
課

　
☎
22
・
９
６
５
３　
℻  
22
・
９
６
６
６　

kenkousuishin@
city.iga.lg.jp

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

※対応バージョン：iOS 5.1.1 以降、
Android 2.3 以降

i
アイフォーン
PhoneA

ア ン ド ロ イ ド
ndroid

トピックス

トピックス

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
が
楽
し
み
な
里
づ
く
り
委
員
会
（
伊
賀
市
農
業
公
園
管
理
棟
内
）

　
☎
・
℻  
39
・
１
２
５
０　

m
izakura@

ict.ne.jp

市
民
ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
募
集

　

健
康
づ
く
り
や
家
族
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、

農
業
者
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
市
民
ふ
れ

あ
い
農
園
で
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
農
園
の
見
学
な
ど
も
で
き
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】　
予
野
・
青
蓮
寺
開
畑
地
内

【
募
集
区
画
】

○
小
区
画　
50
㎡
・
２
１
１
区
画

○
大
区
画　
１
０
０
㎡
・
35
区
画

※
１
人
何
区
画
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

【
利
用
料
】

○
小
区
画

　
　
年
間
１
５
，０
０
０
円
／
区
画

○
大
区
画

　
　
年
間
３
０
，０
０
０
円
／
区
画

※
利
用
期
間
が
12
カ
月
に
満
た
な
い
場
合

は
月
割
り
額
に
な
り
ま
す
。

※
１
０
０
㎡
以
上
の
区
画
利
用
で
面
積
に

応
じ
て
割
引
が
あ
り
ま
す
。

【
付
帯
施
設
】

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス〔
管
理
棟
〕・ト
イ
レ・ロ
ッ

カ
ー
（
有
料
）・
シ
ャ
ワ
ー
（
有
料
）・
農

機
具
（
一
部
有
料
）

【
利
用
期
間
】

　
契
約
月
〜
令
和
４
年
３
月
31
日
（
継
続

更
新
可
）

※
途
中
解
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
税
の
納
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
納
付
書
を
お
持
ち
の
人
は
、
市
内
金
融

機
関
等
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
納
付
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
で
納

税
す
る
人
は
、
納
期
限
の
前
日
ま
で
に

残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
の
納
付
書
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
納
期
限
の
日
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

※
納
期
限
一
覧
表
の
各
戸
配
布
は
あ
り
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

▲敷地内には、共用の蛇口が
配備されているので、水や
りも簡単です。

市県民税 固定資産税 軽自動車税種別割 国民健康保険税

４月 １期 4 月 30日

５月 全期 5 月 31日

６月 １期 6 月 30日

７月 ２期 8 月 2日 １期 8 月 2日

８月 ２期 8 月 31日 ２期 8 月 31日

９月 ３期 9 月 30日

10月３期 11 月 1日 ４期 11 月 1日

11月 ５期 11 月 30日

12月 ３期 12 月 27日 ６期 12 月 27日

令和４年
１月 ４期 1 月 31日 ７期 1 月 31日

２月 ４期 2 月 28日 ８期 2 月 28日

３月 ９期 3 月 31日

トピックス

トピックス
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【
問
い
合
わ
せ
】　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
22
・
９
７
２
０　
℻  
22
・
９
７
１
５　

nougyou@
city.iga.lg.jp

令
和
３
年
度
農
業
委
員
会
総
会
開
催
日

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
（
田
・
畑
）

の
売
買
や
贈
与
な
ど
で
所
有
者
を
変
更
す

る
と
き
や
、
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に

転
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
な
ど
に
、
農
地

法
に
基
づ
き
、
許
認
可
の
審
議
を
し
て
い

ま
す
。

　
申
請
や
届
け
出
を
す
る
場
合
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
締
切
日
以
降
の
提
出
や
、書
類
に
不
備・

不
足
な
ど
が
あ
る
場
合
は
翌
月
の
総
会

に
上
程
し
ま
す
。

※
農
業
委
員
会
の
許
可
は
総
会
後
２
〜
３

日
、
市
の
許
可
は
締
切
日
か
ら
お
お
む

ね
40
日
前
後
で
の
交
付
予
定
で
す
。

　
た
だ
し
、
他
法
令
の
許
認
可
が
必
要
な

も
の
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
度
農
作
業
賃
金
基
準
額

　
基
準
額
は
、ほ
場
整
備
田
で
の
目
安
で
、

未
整
備
田
・
ほ
場
の
条
件
・
使
用
農
機
・

作
業
の
難
易
度
な
ど
に
よ
り
、
双
方
で
協

議
・
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
遠
距
離
作
業
は
、
作
業
機
な
ど

の
輸
送
費
を
双
方
で
協
議
の
上
、
別
途
加

算
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
基
準
額
に
も
消
費
税
・
飲
食

な
ど
の
ま
か
な
い
料
は
含
み
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
22
・
９
７
２
０　
℻  
22
・
９
７
１
５　

nougyou@
city.iga.lg.jp

トピックス

種　目 単　位 基準額（円） 備考
一般作業 1 時間 1,000 1日の労働時間は８時間を基準とする

耕
う
ん
等

耕　起 10 a 8,500
機械持ち賃金くれ返し 10 a 6,000

代かき 10 a 6,500
あぜぬり 1 m 80 あぜぬり機使用
育　苗 1 箱 700 硬化苗
苗運搬 1 箱 80

田　植 10 a 9,500
苗代含まず
側条施肥機使用の場合 1,500 円増し
農薬 1剤につき 500円増し

農薬
散布

液　剤 10 a 3,000 薬代含まず
動力噴霧機または動力散布機使用粉粒剤 10 a 2,000

ドローン使用 10 a 2,500 薬代含まず
稲刈取り 10 a 19,000 コンバイン使用
籾
もみ

運搬 10 a 2,000
乾燥・籾

もみ

摺
すり

調製 玄米 60 kg 1,900 基準水分 22％
色彩選別機 玄米 30 kg 300

畦
けい

畔
はん

草刈 1 時間
あたり

1,200 ～
1,800

刈払いのみ（機械・燃料含む）
ほ場や畦畔の状況により加減

土壌改良材散布
肥料散布 10 a 1,000 ～

2,000
土壌改良材代含まず
肥料代含まず

麦 耕うん・播
は

種
しゅ

・施肥 10 a 8,000 種子、肥料代含まず
刈取り・運搬 10 a 14,500

大
豆
耕うん・播種・施肥 10 a 6,000 種子、肥料代含まず
刈取り・運搬 10 a 12,000

と　　き 申請書などの提出締切日

 4月 9日 （金）  3月19日 （金）

 5月10日 （月）  4月16日 （金）

6月10日 （木）  5月20日 （木）

 7月 9日 （金）  6月18日 （金）

 8月10日 （火）  7月16日 （金）

 9月10日 （金） 8月20日 （金）

10月 8日 （金） 9月17日 （金）

11月10日 （水） 10月20日 （水）

12月10日 （金） 11月19日 （金）

 令和４年1月 7日 （金） 12月15日 （水）

 2月10日 （木）  令和４年1月20日 （木）

3月10日 （木）  2月18日 （金）

総会開催日一覧

圏域ニュース　今月のイチ押し！
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

南山城村南山城村

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良県山
添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防災、
観光などを連携して事業に取り組んでいます。
　この圏域は、府県境にあり従来から買い物、医
療、仕事、文化、スポーツなど、生活において繋
がりや結びつきが強く、圏域外の地域に誇れると
ころです。
　それぞれの地域が一押しの桜スポットを紹介し
ます。

木津川河川敷の桜

　笠置町は「日本さくら名所 100 選」に選ばれ
ています。その中でも木津川河川敷には桜が多く
植えられており、綺麗な桜並木を楽しめます。
　また、河川敷のそばには JR 関西本線が走り、
桜に囲まれた風景を列車に乗りながら楽しむこと
ができます。
【アクセス】　JR笠置駅下車すぐ
【問い合わせ】
　（一社）観光笠置　☎ 0743-95-2011

笠置町笠置町

　高山ダム展望台か
ら望むダム湖畔は壮
大な景観で、一年を
通じてさまざまな景
色が楽しめます。
　例年３月下旬から
４月上旬には、高山
ダム管理所周辺一帯
やダム湖畔で桜が咲
き、桜並木をドライ
ブやハイキングで楽
しむことができます。
【アクセス】
　JR関西本線月ヶ瀬口駅下車、徒歩約 30分
【問い合わせ】　高山ダム管理所
　（京都府相楽郡南山城村田山ツルギ 43）
　☎ 0743-94-0201

大照寺跡「枝垂桜」
　大照寺跡
「枝垂桜」
は、山添村
指 定 天 然
記 念 物 に
指定されて
おり、樹齢
は 300 年
を超えてい
ると伝えられています。
　例年４月上旬から中旬頃が見頃で、大きく四方
に伸びた枝には満開の花が咲き乱れます。高台か
ら集落を見守るように咲く堂々とした桜は、毎年
多くの人々の目を楽しませています。
【ところ】　奈良県山辺郡山添村大字的野
【問い合わせ】
　山添村観光協会　☎ 0743-85-0081

山添村山添村

高山ダムの桜並木

山添村
[奈良県]

南山城村
[京都府]

笠置町
[京都府]

伊賀市
[三重県]
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【
問
い
合
わ
せ
】　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
22
・
９
７
２
０　
℻  
22
・
９
７
１
５　

nougyou@
city.iga.lg.jp

令
和
３
年
度
農
業
委
員
会
総
会
開
催
日

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
（
田
・
畑
）

の
売
買
や
贈
与
な
ど
で
所
有
者
を
変
更
す

る
と
き
や
、
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に

転
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
な
ど
に
、
農
地

法
に
基
づ
き
、
許
認
可
の
審
議
を
し
て
い

ま
す
。

　
申
請
や
届
け
出
を
す
る
場
合
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
締
切
日
以
降
の
提
出
や
、書
類
に
不
備・

不
足
な
ど
が
あ
る
場
合
は
翌
月
の
総
会

に
上
程
し
ま
す
。

※
農
業
委
員
会
の
許
可
は
総
会
後
２
〜
３

日
、
市
の
許
可
は
締
切
日
か
ら
お
お
む

ね
40
日
前
後
で
の
交
付
予
定
で
す
。

　
た
だ
し
、
他
法
令
の
許
認
可
が
必
要
な

も
の
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
度
農
作
業
賃
金
基
準
額

　
基
準
額
は
、ほ
場
整
備
田
で
の
目
安
で
、

未
整
備
田
・
ほ
場
の
条
件
・
使
用
農
機
・

作
業
の
難
易
度
な
ど
に
よ
り
、
双
方
で
協

議
・
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
遠
距
離
作
業
は
、
作
業
機
な
ど

の
輸
送
費
を
双
方
で
協
議
の
上
、
別
途
加

算
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
基
準
額
に
も
消
費
税
・
飲
食

な
ど
の
ま
か
な
い
料
は
含
み
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
22
・
９
７
２
０　
℻  
22
・
９
７
１
５　

nougyou@
city.iga.lg.jp

トピックス

種　目 単　位 基準額（円） 備考
一般作業 1 時間 1,000 1日の労働時間は８時間を基準とする

耕
う
ん
等

耕　起 10 a 8,500
機械持ち賃金くれ返し 10 a 6,000

代かき 10 a 6,500
あぜぬり 1 m 80 あぜぬり機使用
育　苗 1 箱 700 硬化苗
苗運搬 1 箱 80

田　植 10 a 9,500
苗代含まず
側条施肥機使用の場合 1,500 円増し
農薬 1剤につき 500円増し

農薬
散布

液　剤 10 a 3,000 薬代含まず
動力噴霧機または動力散布機使用粉粒剤 10 a 2,000

ドローン使用 10 a 2,500 薬代含まず
稲刈取り 10 a 19,000 コンバイン使用
籾
もみ

運搬 10 a 2,000
乾燥・籾

もみ

摺
すり

調製 玄米 60 kg 1,900 基準水分 22％
色彩選別機 玄米 30 kg 300

畦
けい

畔
はん

草刈 1 時間
あたり

1,200 ～
1,800

刈払いのみ（機械・燃料含む）
ほ場や畦畔の状況により加減

土壌改良材散布
肥料散布 10 a 1,000 ～

2,000
土壌改良材代含まず
肥料代含まず

麦 耕うん・播
は

種
しゅ

・施肥 10 a 8,000 種子、肥料代含まず
刈取り・運搬 10 a 14,500

大
豆
耕うん・播種・施肥 10 a 6,000 種子、肥料代含まず
刈取り・運搬 10 a 12,000

と　　き 申請書などの提出締切日

 4月 9日 （金）  3月19日 （金）

 5月10日 （月）  4月16日 （金）

6月10日 （木）  5月20日 （木）

 7月 9日 （金）  6月18日 （金）

 8月10日 （火）  7月16日 （金）

 9月10日 （金） 8月20日 （金）

10月 8日 （金） 9月17日 （金）

11月10日 （水） 10月20日 （水）

12月10日 （金） 11月19日 （金）

 令和４年1月 7日 （金） 12月15日 （水）

 2月10日 （木）  令和４年1月20日 （木）

3月10日 （木）  2月18日 （金）

総会開催日一覧

圏域ニュース　今月のイチ押し！
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

南山城村南山城村

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良県山
添村と定住自立圏形成協定を締結し、医療や防災、
観光などを連携して事業に取り組んでいます。
　この圏域は、府県境にあり従来から買い物、医
療、仕事、文化、スポーツなど、生活において繋
がりや結びつきが強く、圏域外の地域に誇れると
ころです。
　それぞれの地域が一押しの桜スポットを紹介し
ます。

木津川河川敷の桜

　笠置町は「日本さくら名所 100 選」に選ばれ
ています。その中でも木津川河川敷には桜が多く
植えられており、綺麗な桜並木を楽しめます。
　また、河川敷のそばには JR 関西本線が走り、
桜に囲まれた風景を列車に乗りながら楽しむこと
ができます。
【アクセス】　JR笠置駅下車すぐ
【問い合わせ】
　（一社）観光笠置　☎ 0743-95-2011

笠置町笠置町

　高山ダム展望台か
ら望むダム湖畔は壮
大な景観で、一年を
通じてさまざまな景
色が楽しめます。
　例年３月下旬から
４月上旬には、高山
ダム管理所周辺一帯
やダム湖畔で桜が咲
き、桜並木をドライ
ブやハイキングで楽
しむことができます。
【アクセス】
　JR関西本線月ヶ瀬口駅下車、徒歩約 30分
【問い合わせ】　高山ダム管理所
　（京都府相楽郡南山城村田山ツルギ 43）
　☎ 0743-94-0201

大照寺跡「枝垂桜」
　大照寺跡
「枝垂桜」
は、山添村
指 定 天 然
記 念 物 に
指定されて
おり、樹齢
は 300 年
を超えてい
ると伝えられています。
　例年４月上旬から中旬頃が見頃で、大きく四方
に伸びた枝には満開の花が咲き乱れます。高台か
ら集落を見守るように咲く堂々とした桜は、毎年
多くの人々の目を楽しませています。
【ところ】　奈良県山辺郡山添村大字的野
【問い合わせ】
　山添村観光協会　☎ 0743-85-0081

山添村山添村

高山ダムの桜並木

山添村
[奈良県]

南山城村
[京都府]

笠置町
[京都府]

伊賀市
[三重県]
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【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやま
甲賀市甲賀市

　平安時代、
天皇の即位ご
とに天皇の名
代として京都
から伊勢神宮
に派遣された
斎王の行列を再現した「あいの土山斎王群行」。
新型コロナウイルス感染症の影響で中止となった
今年は、過去 22回の軌跡をたどる企画展を開催
します。斎王・采

うねめ

女などの衣装の展示や、前夜祭・
群行当日の映像などを上映します。平安絵巻の雅

みやび

を感じてみてください。
【と　き】　３月 21日㈰まで
　午前 10時～午後５時　※月・火曜日休館
【ところ】　土山歴史民俗資料館
　（滋賀県甲賀市土山町北土山 2230）
【問い合わせ】
　あいの土山斎王群行実行委員会事務局
　（あいの土山文化ホール内）　※月曜日休館
　☎ 0748-66-1602　℻  0748-66-1603

平安絵巻の雅　今ふたたび…
～あいの土山斎王群行　企画展～

亀山市亀山市
東海道関宿メモリアルフォトサポート

～関宿で大切な日の写真を撮りませんか～
　亀山市フィル
ムコミッション
では、関宿の伝
統的な建物やま
ちなみで、「結
婚式の前撮り」
や「成人式」、
「七五三」など
の記念写真を撮りたい人をサポートしています。
資料館などの施設利用や撮影中の交通整理などの
サポート、着替え場所の提供や記念品のプレゼン
トを、無料で行います。
　一生の思い出づくりに、東海道関宿をご利用く
ださい。
【ところ】　亀山市関町木崎～関町新所
【アクセス】　JR関駅から徒歩約５分
【申込方法】　亀山市観光協会ホーム
ページからお申し込みください。
【問い合わせ】　亀山市フィルムコミッション事務局
　（亀山市観光協会内）　☎ 0595-97-8877

　春休みから新学期にかけての時期は、進級・進学に
よる生活環境の変化に伴い、子どもたちが犯罪に巻き
込まれる危険性が高くなります。
　子どもたちが SNS などで知り合った人に誘い出さ
れてわいせつな行為をされたり、顔や裸の自画撮り画
像を送信してしまうなどの犯罪被害が発生しています。
　保護者の皆さんは、子どものスマートフォンに有害
サイトの閲覧を制限するためのフィルタリングを設定
しましょう。また、日頃から家庭でコミュニケーショ
ンを取り、子どもにインターネットの危険性を教える
ことや、スマートフォンを使用するときのルールを家
族で一緒に作ることも大切です。
　子どもを SNS などに起因する犯罪被害やトラブル
から守るために、子どもとしっかり向き合いましょう。
【問い合わせ】
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110

SNS に起因する犯罪に
　　　　　　巻き込まれないために

伊賀警察署だより

　３月 13日㈯から新たに JR 関西本線加茂駅から亀
山駅間で交通系 IC カードが利用できるようになりま
す。ICカードに事前に入金しておけば、車載型 IC改
札機などにタッチするだけで乗降車できます。きっぷ
の購入や降車時の小銭の準備も不要になり、とても便
利です。
　これまで、導入を望む声が市にも多く寄せられてい
ました。ICOCAエリア拡大をきっかけに、公共交通
を利用しましょう。
※利用方法など詳しくは JR 西日本ホーム
ページをご覧ください。

【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

関西本線で　　　　　　エリア拡大

公共交通を利用しましょう
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感染症と人権　－財政課－
　2020年１月以降、国内の新型コロナウイルスの
日別感染者数は増減を繰り返し、収束の兆しは未だ
見えてきません。外出の自粛や３密の回避などのさ
まざまな制約も長期化し、「コロナ疲れ」という新
たな言葉も生まれました。そうした先の見えない疲
れや不安感から、感染者などを排除しようとするコ
ロナ差別が各地で起こっています。
　第一に挙げられるのは、感染者本人やその家族に
対する差別です。県内では感染者の家の壁に落書き
をする、庭に石を投げ込むといった事象が起こりま
した。こうした差別事象の発生により、周囲からの
差別を恐れて、感染したことをなかなか言い出せな
い人もいると聞きます。
　また、医師や看護師などの医療従事者やその家族
への差別も起きています。家族に医療従事者がいる
ことで、「公共の場（公園など）に来ないでほしい」

と言われたり、保育園に子どもを迎えに行った際、
敷地の中に入れてもらえなかったりしたというもの
です。
　こうしたコロナ差別の解決には、感染症の収束が
一番効果的だと思います。しかし、それにはまだま
だ時間が必要です。また、たとえ特効薬ができたと
しても人々の心の中に潜む差別心までもが無くなる
わけではありません。新しいウイルスが生まれれば、
同じような差別が繰り返されてしまいます。
　私たちが取り組むべきことは、新型コロナウイル
スに感染した人や関わっている人々を攻撃すること
ではありません。感染拡大のリスクを減らすよう心
がけること。そして、決してコロナ差別をしない、
させないこと。それは、特効薬の有無に関わらず、
以前の日常を取り戻すために、誰でも今すぐできる
取り組みだと思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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▲発掘調査後全景写真（北から）　円形の礎石跡が規則的に並ん
でいる。

▲建物復元平面図（1：500）
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【問い合わせ】　甲賀市秘書広報課　☎ 0748-69-2101 【問い合わせ】　亀山市広報秘書Ｇ　☎0595-84-5021
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代として京都
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に派遣された
斎王の行列を再現した「あいの土山斎王群行」。
新型コロナウイルス感染症の影響で中止となった
今年は、過去 22回の軌跡をたどる企画展を開催
します。斎王・采

うねめ

女などの衣装の展示や、前夜祭・
群行当日の映像などを上映します。平安絵巻の雅

みやび

を感じてみてください。
【と　き】　３月 21日㈰まで
　午前 10時～午後５時　※月・火曜日休館
【ところ】　土山歴史民俗資料館
　（滋賀県甲賀市土山町北土山 2230）
【問い合わせ】
　あいの土山斎王群行実行委員会事務局
　（あいの土山文化ホール内）　※月曜日休館
　☎ 0748-66-1602　℻  0748-66-1603

平安絵巻の雅　今ふたたび…
～あいの土山斎王群行　企画展～

亀山市亀山市
東海道関宿メモリアルフォトサポート

～関宿で大切な日の写真を撮りませんか～
　亀山市フィル
ムコミッション
では、関宿の伝
統的な建物やま
ちなみで、「結
婚式の前撮り」
や「成人式」、
「七五三」など
の記念写真を撮りたい人をサポートしています。
資料館などの施設利用や撮影中の交通整理などの
サポート、着替え場所の提供や記念品のプレゼン
トを、無料で行います。
　一生の思い出づくりに、東海道関宿をご利用く
ださい。
【ところ】　亀山市関町木崎～関町新所
【アクセス】　JR関駅から徒歩約５分
【申込方法】　亀山市観光協会ホーム
ページからお申し込みください。
【問い合わせ】　亀山市フィルムコミッション事務局
　（亀山市観光協会内）　☎ 0595-97-8877

　春休みから新学期にかけての時期は、進級・進学に
よる生活環境の変化に伴い、子どもたちが犯罪に巻き
込まれる危険性が高くなります。
　子どもたちが SNS などで知り合った人に誘い出さ
れてわいせつな行為をされたり、顔や裸の自画撮り画
像を送信してしまうなどの犯罪被害が発生しています。
　保護者の皆さんは、子どものスマートフォンに有害
サイトの閲覧を制限するためのフィルタリングを設定
しましょう。また、日頃から家庭でコミュニケーショ
ンを取り、子どもにインターネットの危険性を教える
ことや、スマートフォンを使用するときのルールを家
族で一緒に作ることも大切です。
　子どもを SNS などに起因する犯罪被害やトラブル
から守るために、子どもとしっかり向き合いましょう。
【問い合わせ】
○伊賀警察署　☎ 21-0110
○名張警察署　☎ 62-0110

SNS に起因する犯罪に
　　　　　　巻き込まれないために

伊賀警察署だより

　３月 13日㈯から新たに JR 関西本線加茂駅から亀
山駅間で交通系 IC カードが利用できるようになりま
す。ICカードに事前に入金しておけば、車載型 IC改
札機などにタッチするだけで乗降車できます。きっぷ
の購入や降車時の小銭の準備も不要になり、とても便
利です。
　これまで、導入を望む声が市にも多く寄せられてい
ました。ICOCAエリア拡大をきっかけに、公共交通
を利用しましょう。
※利用方法など詳しくは JR 西日本ホーム
ページをご覧ください。

【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

関西本線で　　　　　　エリア拡大

公共交通を利用しましょう
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感染症と人権　－財政課－
　2020年１月以降、国内の新型コロナウイルスの
日別感染者数は増減を繰り返し、収束の兆しは未だ
見えてきません。外出の自粛や３密の回避などのさ
まざまな制約も長期化し、「コロナ疲れ」という新
たな言葉も生まれました。そうした先の見えない疲
れや不安感から、感染者などを排除しようとするコ
ロナ差別が各地で起こっています。
　第一に挙げられるのは、感染者本人やその家族に
対する差別です。県内では感染者の家の壁に落書き
をする、庭に石を投げ込むといった事象が起こりま
した。こうした差別事象の発生により、周囲からの
差別を恐れて、感染したことをなかなか言い出せな
い人もいると聞きます。
　また、医師や看護師などの医療従事者やその家族
への差別も起きています。家族に医療従事者がいる
ことで、「公共の場（公園など）に来ないでほしい」

と言われたり、保育園に子どもを迎えに行った際、
敷地の中に入れてもらえなかったりしたというもの
です。
　こうしたコロナ差別の解決には、感染症の収束が
一番効果的だと思います。しかし、それにはまだま
だ時間が必要です。また、たとえ特効薬ができたと
しても人々の心の中に潜む差別心までもが無くなる
わけではありません。新しいウイルスが生まれれば、
同じような差別が繰り返されてしまいます。
　私たちが取り組むべきことは、新型コロナウイル
スに感染した人や関わっている人々を攻撃すること
ではありません。感染拡大のリスクを減らすよう心
がけること。そして、決してコロナ差別をしない、
させないこと。それは、特効薬の有無に関わらず、
以前の日常を取り戻すために、誰でも今すぐできる
取り組みだと思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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上
野
城
跡
（
成
瀬
平
馬
家

屋
敷
跡
）
発
掘
調
査

　

昨
年
11
月
25
日
か
ら
上
野
丸
之
内
で
、

（
仮
称
）
忍
者
体
験
施
設
の
建
設
に
伴
う

予
定
地
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
地
は
上
野
城
の
外
堀
の
内
側
に
位

置
し
、
上
級
武
士
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
こ

と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
藤
堂
藩

伊
賀
付
家
中
の
加
判
奉
行
を
務
め
た
こ
と

も
あ
る
「
成
瀬
平
馬
家
」
の
屋
敷
地
が
あっ

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
屋
敷
地
の
南
側
に
は

市
指
定
文
化
財
の「
成
瀬
平
馬
家
長
屋
門
」

が
今
も
当
時
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
成
瀬
平

馬
家
屋
敷
に
か
か
わ
る
建
物
跡
な
ど
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
物
の
礎
石（
柱
を
支
え
る
基
礎
の
石
）

は
数
石
を
残
し
て
ほ
と
ん
ど
抜
き
取
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
ら
の
礎
石

や
抜
き
取
り
痕
か
ら
建
物
の
間
取
り
は
右

図
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
ま
す
。
建
物
の
柱

と
柱
の
距
離
は
ほ
と
ん
ど
が
約
２
メ
ー
ト

ル
で
、
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
長
さ
の
単
位

「
間け

ん

」（
１
間
は
約
２
メ
ー
ト
ル
）
に
相
当

し
ま
す
。
上
野
城
で
は
建
物
の
多
く
を
間

単
位
で
建
て
て
い
た
こ
と
が
わ
か
って
お
り
、

お
そ
ら
く
上
野
城
内
の
武
家
屋
敷
な
ど
で

も
、
上
野
城
と
同
じ
規
格
を
用
い
て
建
物

が
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

調
査
地
西
側
で
は
、
突
き
固
め
ら
れ
た
地

面
と
カ
マ
ド
の
底
が
見
つ
か
り
、
建
物
西

側
に
土
間
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
現
地
は
見
学
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
発
掘

調
査
の
成
果
を
埋
蔵
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス

（
文
化
財
課
窓
口
で
配
布
）
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
文
化
財
課

　
☎
22
・
９
６
７
８　
℻  
22
・
９
６
６
７

▲発掘調査後全景写真（北から）　円形の礎石跡が規則的に並ん
でいる。

▲建物復元平面図（1：500）
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■
文
化
や
伝
統
を
守
る
た
め
の
計
画

　
伊い

賀が

市
は
、
奈
良
や
京
都
に
近
く
、
昔

か
ら
人
と
物
が
行
き
来
し
、
豊
か
な
歴
史

と
文
化
が
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
今
に
残
さ
れ
た
文
化
財
と
地ち

域い
き

に
伝
わ
る
祭
り
や
伝
統
的
な
産
業
な
ど

を
「
歴
史
的
風ふ
う
致ち

」
と
呼よ

び
ま
す
。
伊い

賀が

市
歴
史
的
風ふ

う
致ち

維い

持じ

向
上
計
画
は
、
そ
れ

ら
を
守
り
な
が
ら
良
く
し
て
い
く
事
業
に

取
り
組
む
た
め
の
計
画
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
28
年
５
月
か
ら
計
画
に

沿そ

っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
市
を
代
表
す
る
「
歴
史
的
風ふ
う
致ち

」

　

祭
り
で
は
「
上
野
天
神
祭
の
ダ
ン
ジ
リ
行
事
」

（
上
野
城
下
町
）、「
観か
ん

菩ぼ

提だ
い

寺じ

の
修し

ゅ
正し

ょ
う

会え

」（
島
ヶ

原
）、「
大
村
神
社
の
秋
の
例
大
祭
」（
阿あ

保お

）、「
か

ん
こ
踊お
ど

り
」（
農
村
部
）
な
ど
、
伝
統
的
な
産
業

で
は
「
伊い

賀が

組く
み

紐ひ
も

」（
上
野
城
下
町
）
や
「
伊い

賀が

焼
」（
丸
柱
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
含ふ

く
め
、

現
在
13
の
「
歴
史
的
風ふ
う
致ち

」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

■
「
歴
史
的
風ふ
う

致ち

」
を
維い

持じ

向
上
す
る
た
め
に

　
地ち

域い
き
の
人
と
、
歴
史
・
文
化
・
町
並な

み
・
景
観

の
課
題
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
文
化
財
の
修
理
や

ま
ち
巡め
ぐ

り
拠き

ょ

点て
ん

の
施し

設せ
つ

整
備
、
古
民
家
等
再
生

活
用
、
日
本
遺い

産さ
ん
の
案
内
看か

ん
板ば

ん
の
設
置
な
ど
の
事

業
を
行
い
、
伊い

賀が

市
の
文
化
や
伝
統
を
守
っ
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
文
化
財
課

　
☎
22
・
９
６
７
８　
℻  
22
・
９
６
６
７

小・中学生のためのコラムです

こども広場
「伊

い が

賀市歴史的風
ふう

致
ち

維
い じ

持向上計画」

「ウィークリー伊賀市」でも見られるよ！
【放送期間】
　３月１日㈪～７日㈰

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

伊
賀
市
上
野
飲
食

業
組
合
は
、
旧
上
野
市

時
代
に
結
成
し
、
以
来

60
年
以
上
、
上
野
地
域

の
飲
食
業
界
の
相
互
交

流
・
情
報
交
換
・
県
や

他
地
域
と
の
橋
渡
し
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

伊
賀
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
、
肉
を
食
べ
る
習
慣
が
な
く
、
魚
も
手
に
入
り

に
く
か
っ
た
た
め
、
タ
ン
パ
ク
質
を
補
う
料
理
の
一
つ

と
し
て
、
豆
腐
田
楽
が
広
ま
り
ま
し
た
。
炭
で
加
熱

調
理
を
し
て
い
た
頃
は
、
各
家
庭
で
竹
串
を
使
っ
て

豆
腐
田
楽
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
田
楽
振
興
会
で
は
、

「
木
の
芽
豆
腐
田
楽
」
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
変
わ

ら
な
い
味
を
後
世
に
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊賀市上野飲食業組合
田楽振興会

兼本　政一さん（右）
山内　清次さん（左）

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
 

 

22
・
９
６
６
９　
℻   

22
・
９
６
９
５

No.11

木の芽 豆腐田楽
　伊賀産の木綿豆腐を使用しています。
切った豆腐を職人手作りの竹串に刺し、
両面素焼きにした後、伊賀独自の玉味噌
と木の芽を合わせた味噌を塗って焼く、
春の訪れを感じる料理です。

◀成瀬平馬家長屋門
の保存・改修 ◀ かんこ踊り

上野天神祭の
ダンジリ行事▶ ダンジリ幕修理▶ 

主
な
取
り
組
み

主
な
歴
史
的
風
致

図書館
　だより

■一般書　
『観光再生　サステナブルな地域を
つくる 28のキーワード』

村山　慶輔／著
『あの人と短歌』　　　穂村　弘／著
『声が通らない！』　新保　信長／著

■児童書　
『クレヨンしんちゃんの「やる気」
がどんどん出てくる方法』
臼井　儀人／キャラクター原作

『12歳のスタイルブック はじめてのおしゃれ
レッスン！』　服部　裕子／スタイリングと文

■絵　本
『のびるじどうしゃ』平山　暉彦／作
『オレ、ねたくないからねない』
デヴ　ペティ／文、マイク　ボルト／絵
『きょうはおかねがないひ』

ケイト　ミルナー／作

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

と　き ところ 催物（読み手）
9 日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

9日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

13日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

16日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

17日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

19日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

21日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

24日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

25日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

27日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

【と　き】　３月 19日㈮　午後６時～７時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　浪曲歌謡の草分け　天津羽衣
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※ご来場の際は、上野図書館駐車場または市営上
野公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利
用ください。

　大型紙芝居の読み聞かせと、ギターの弾き語り
によるプチコンサートをお楽しみください。
【と　き】　３月 29日㈪　午前 10時～
【ところ】　いがまち複合施設小ホール
(旧ふるさと会館いが )
【読み手】　お話の国アリス
【対　象】　幼児から小学校低学年
※保護者同伴可
【定　員】　先着 15組程度
【申込受付開始日】
　３月 16日㈫　午前９時～
【申込方法】　電話または来室
【申込先・問い合わせ】　いがまち図書室

◆郷土の歴史夜咄会

◆春のお話し会とプチコンサート

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加
者の人数を制限しています。

■児童書
『なぜ？どうして？子どもと大人の疑問に
答える新型コロナウイルスハンドブック』

岡田　晴恵／著

■絵　本
『なにかがいる』　

佐藤　雅彦／作

■一般書　
『一日一花を愉

たの
しむ
花の歳時記 366』
金田　初代／監修

　日付とともに、美しい花の写真と、
その花に関する知識や関連する歳時記
を紹介する一冊です。山野草や野菜の
花なども紹介されており、さまざまな
花を楽しむことができます。

司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
３月の読み聞かせ
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り
ま
し
た
。
炭
で
加
熱

調
理
を
し
て
い
た
頃
は
、
各
家
庭
で
竹
串
を
使
っ
て

豆
腐
田
楽
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
田
楽
振
興
会
で
は
、

「
木
の
芽
豆
腐
田
楽
」
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
変
わ

ら
な
い
味
を
後
世
に
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊賀市上野飲食業組合
田楽振興会

兼本　政一さん（右）
山内　清次さん（左）

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
 

 

22
・
９
６
６
９　
℻   

22
・
９
６
９
５

No.11

木の芽 豆腐田楽
　伊賀産の木綿豆腐を使用しています。
切った豆腐を職人手作りの竹串に刺し、
両面素焼きにした後、伊賀独自の玉味噌
と木の芽を合わせた味噌を塗って焼く、
春の訪れを感じる料理です。

◀成瀬平馬家長屋門
の保存・改修 ◀ かんこ踊り

上野天神祭の
ダンジリ行事▶ ダンジリ幕修理▶ 

主
な
取
り
組
み

主
な
歴
史
的
風
致

図書館
　だより

■一般書　
『観光再生　サステナブルな地域を
つくる 28のキーワード』

村山　慶輔／著
『あの人と短歌』　　　穂村　弘／著
『声が通らない！』　新保　信長／著

■児童書　
『クレヨンしんちゃんの「やる気」
がどんどん出てくる方法』
臼井　儀人／キャラクター原作

『12歳のスタイルブック はじめてのおしゃれ
レッスン！』　服部　裕子／スタイリングと文

■絵　本
『のびるじどうしゃ』平山　暉彦／作
『オレ、ねたくないからねない』
デヴ　ペティ／文、マイク　ボルト／絵
『きょうはおかねがないひ』

ケイト　ミルナー／作

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

と　き ところ 催物（読み手）
9 日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

9日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

13日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

16日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

17日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

19日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

21日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

24日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

25日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

27日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

【と　き】　３月 19日㈮　午後６時～７時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　浪曲歌謡の草分け　天津羽衣
【講　師】　地域誌「伊賀百筆」編集長　北出 楯夫さん
※ご来場の際は、上野図書館駐車場または市営上
野公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利
用ください。

　大型紙芝居の読み聞かせと、ギターの弾き語り
によるプチコンサートをお楽しみください。
【と　き】　３月 29日㈪　午前 10時～
【ところ】　いがまち複合施設小ホール
(旧ふるさと会館いが )
【読み手】　お話の国アリス
【対　象】　幼児から小学校低学年
※保護者同伴可
【定　員】　先着 15組程度
【申込受付開始日】
　３月 16日㈫　午前９時～
【申込方法】　電話または来室
【申込先・問い合わせ】　いがまち図書室

◆郷土の歴史夜咄会

◆春のお話し会とプチコンサート

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加
者の人数を制限しています。

■児童書
『なぜ？どうして？子どもと大人の疑問に
答える新型コロナウイルスハンドブック』

岡田　晴恵／著

■絵　本
『なにかがいる』　

佐藤　雅彦／作

■一般書　
『一日一花を愉

たの
しむ
花の歳時記 366』
金田　初代／監修

　日付とともに、美しい花の写真と、
その花に関する知識や関連する歳時記
を紹介する一冊です。山野草や野菜の
花なども紹介されており、さまざまな
花を楽しむことができます。

司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
３月の読み聞かせ
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 14日㈬・21日㈬・
28日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

すくすくひろば 未就園児 12日㈪・19日㈪・
26日㈪ 10：00～ 春の園庭であそぼう

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
教室の日程はお問い合わせください。

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 11日㈰ 10：00～ 公園の春を探そうの巻

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ７日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ
妊婦・０～１歳 ８日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 15日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 ５日㈪ 10：00～ いらっしゃいおともだち （定員 10組）※予約受付：3/29 ㈪～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 16日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（定員10 組）※予約受付：4/9 ㈮～

のびっこひろば 未就学児 19日㈪ 10：00～ のびっこ教室 （定員 10組）※予約受付：4/12 ㈪～

のびっこタイム 未就学児 26日㈪ 10：00～ 周辺散歩 （定員 10組）※予約受付：4/20 ㈫～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（こども未来課内）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

すくすくらんど
　地域子育て支援センター「すくすくらんど」は、未就園の親子が屋外
や室内で遊んだり、交流するための場として曙保育園を開放しています。
園児の声が聞こえたり、元気に活動している姿が見えたりし、保育園を
身近に感じていただける場でもあります。
　子育て支援のための教室『すくすくひろば』では、ふれあい遊びや絵
本の読み聞かせ、季節の遊びなどを計画しています。現在は新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、遊びの場のみの開放となっています。

４月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ３日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 16日㈮ 14：30～ 親子ふれあいあそびと親子サロン（定員 10組）
※予約受付：4/9 ㈮　9：00～

公開講座 未就学児 21日㈬ 10：30～ 3B体操（定員 60人）　※予約受付：4/7 ㈬　9：00～
ところ：阿山保健福祉センター　ホール

キラキラぷち① 2020年
4月生まれ 22日㈭ 10：00～ からだ育て体操と親子サロン（定員 10組）※予約受付：4/15 ㈭　9：00～

すくすく Baby ７～ 11カ月 28日㈬ 14：30～ あかちゃん体操と親子サロン（定員 10組）※予約受付：4/21 ㈬　9：00～

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ２日㈮・９日㈮・
16日㈮・23日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

おたんじょう会 ４月生まれの
未就学児 26日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：4/15 ㈭　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00

ママのリフレッシュ 未就園児の
保護者 ７日㈬ 10：00～ アロマストレッチ（定員８組）託児あり※予約受付：3/24 ㈬　9：00～

元気っ子ひろば 未就園児
（満１歳～） ９日㈮ 10：00～ ふれあい遊び（定員 15組）※予約受付：3/26 ㈮　9：00～

みんなあつまれ！ 未就園児 20日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：4/6 ㈫　9：00～

ぴよっこエプロン 未就園児
（満２歳～） 22日㈭ 10：00～ 食育遊び（定員６組）※予約受付：4/8 ㈭　9：00～

たまぴよサロン
（４～７月分）※月１回開催

未就園児
３～ 11カ月 28日㈬ 10：00～ はじめまして（定員６組）※予約受付：4/14 ㈬　9：00～

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診 13 日㈫ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 15 日㈭ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

８日㈭ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階） 育児相談・栄養相談（予約制）

※詳しくはホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

９日㈮ 10：00～ 11：40 いがまち保健福祉センター

16日㈮ 10：00～ 11：30 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
21日㈬ 10：00～ 11：40 青山保健センター

27日㈫ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 19日㈪ 10：00～ 歌＆リズム（定員15組）※予約受付：4/12 ㈪　9：00 ～
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 14日㈬・21日㈬・
28日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

すくすくひろば 未就園児 12日㈪・19日㈪・
26日㈪ 10：00～ 春の園庭であそぼう

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
教室の日程はお問い合わせください。

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 11日㈰ 10：00～ 公園の春を探そうの巻

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ７日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ
妊婦・０～１歳 ８日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 15日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 ５日㈪ 10：00～ いらっしゃいおともだち （定員 10組）※予約受付：3/29 ㈪～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 16日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（定員10 組）※予約受付：4/9 ㈮～

のびっこひろば 未就学児 19日㈪ 10：00～ のびっこ教室 （定員 10組）※予約受付：4/12 ㈪～

のびっこタイム 未就学児 26日㈪ 10：00～ 周辺散歩 （定員 10組）※予約受付：4/20 ㈫～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（こども未来課内）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

すくすくらんど
　地域子育て支援センター「すくすくらんど」は、未就園の親子が屋外
や室内で遊んだり、交流するための場として曙保育園を開放しています。
園児の声が聞こえたり、元気に活動している姿が見えたりし、保育園を
身近に感じていただける場でもあります。
　子育て支援のための教室『すくすくひろば』では、ふれあい遊びや絵
本の読み聞かせ、季節の遊びなどを計画しています。現在は新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、遊びの場のみの開放となっています。
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ぴよぴよ Baby ０～６カ月 16日㈮ 14：30～ 親子ふれあいあそびと親子サロン（定員 10組）
※予約受付：4/9 ㈮　9：00～

公開講座 未就学児 21日㈬ 10：30～ 3B体操（定員 60人）　※予約受付：4/7 ㈬　9：00～
ところ：阿山保健福祉センター　ホール
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16日㈮・23日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び
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未就学児 26日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：4/15 ㈭　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00

ママのリフレッシュ 未就園児の
保護者 ７日㈬ 10：00～ アロマストレッチ（定員８組）託児あり※予約受付：3/24 ㈬　9：00～

元気っ子ひろば 未就園児
（満１歳～） ９日㈮ 10：00～ ふれあい遊び（定員 15組）※予約受付：3/26 ㈮　9：00～

みんなあつまれ！ 未就園児 20日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：4/6 ㈫　9：00～

ぴよっこエプロン 未就園児
（満２歳～） 22日㈭ 10：00～ 食育遊び（定員６組）※予約受付：4/8 ㈭　9：00～
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３～ 11カ月 28日㈬ 10：00～ はじめまして（定員６組）※予約受付：4/14 ㈬　9：00～

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診 13 日㈫ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 15 日㈭ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

８日㈭ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階） 育児相談・栄養相談（予約制）

※詳しくはホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

９日㈮ 10：00～ 11：40 いがまち保健福祉センター

16日㈮ 10：00～ 11：30 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
21日㈬ 10：00～ 11：40 青山保健センター

27日㈫ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 19日㈪ 10：00～ 歌＆リズム（定員15組）※予約受付：4/12 ㈪　9：00 ～

23 2021.3



新たな門出を祝う―

お祝いに御赤飯

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　１月 21日㈭、伊賀鉄道忍者市（上野市）駅構内で伊賀鉄道、伊賀警察
署、伊賀消防署、伊賀市が合同で放火テロを想定した訓練を行いました。
　この日は、約 30人が参加し、人命の救出と２次被害の防止への意識を
高めました。

１．関係機関が連携して訓練が行われました。
２．車内から負傷者を搬出する鉄道係員。
３．列車の消火活動を行う消防隊員。
４．警察官に状況を説明している様子。

１．新商品の発表は１年生が行いました。
２．商品のこだわりを説明する様子。
３．記者からの質問に答える部員たち。
４．新商品のシャンプーとトリートメント。

伊賀鉄道合同訓練

　1月 29日㈮、あけぼの学園高等学校で、同校のビューティクリエイト
部が開発に関わった「p

ぴ あ に ん
eonin シャンプー・トリートメント」の完成発表

会を行いました。
　新商品の開発は 1年生が中心となって行い、休校期間中もオンライン
で商品開発を進めていたそうです。
　発表した生徒は「子どもから高齢者まで多くの人に使ってもらいたい」
と話していました。

あけぼの学園高等学校新規開発商品完成発表会

２

２

１

１

３

３

４

４

まま ちち かか どど 通通 信信

１．いが☆グリオと一緒に感染予防に
取り組もう！
２．本庁舎玄関にも掲示しています。

　1月 14日㈭、ポルトガル語、英語、スペイン語、中国語、
ベトナム語、タイ語、インドネシア語の７言語を掲載した
新型コロナウイルス感染症予防ポスターが完成しました。
　伊賀市には、令和３年１月末現在、総人口の約６％にあ
たる 5,634 人の外国人住民が暮らしています。感染者数
減少に向けて、市民一人ひとりが感染予防に取り組むため、
市観光大使のいが☆グリオと協力して啓発ポスターを作成
しました。
　ポスターは市内の公共施設や商業施設などに
掲示しているほか、多文化共生センターホーム
ページからも見ることができます。

新型コロナウイルス感染症予防ポスターの多言語版完成

１

２
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

【と　き】
　４月３日㈯　午前 10時～正午
※受付：午前９時 30分～
※雨天の場合は屋内で開催します。
【ところ】
　旧大山田中央公民館（川北 6）
【講　師】
　松永　伸さん、前田　和子さん
【持ち物】　絵の具・筆・画板・バケ
ツ・レジャーシート
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号を下記まで。
【定　員】　先着 25人
【申込期限】
　３月 26日㈮　午後５時 15分
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市さくらの会事務局
　（都市計画課）
　☎ 22-9731　FAX22-9734

　市では、市民の皆さんの自主的な
まちづくり活動を支援し、個性的で
魅力あふれる地域づくりを推進する
ために、地域活動支援事業補助金を
交付しています。審査会は公開で行
いますので、市民活動に関心のある
人はぜひお越しください。
※新型コロナウイルス感染状況によ
り、非公開となる場合があります
ので、市ホームページをご確認く
ださい。

【と　き】
　３月 14日㈰　午前９時 30分～
【ところ】　ゆめぽりすセンター 
　２階大会議室
【問い合わせ】
　地域づくり推進課
　☎ 22-9639　℻  22-9694

　JR 関西本線沿線の魅力を知って
いただくウォーキングイベントで
す。公共交通利用促進のため、ぜひ
鉄道・バスを利用し、ご参加ください。
【と　き】　４月４日㈰
　午前 10時 30分～午後１時頃
　（集合：午前 10時 20分）
【集合場所】　JR伊賀上野駅前
【コース】
　JR 伊賀上野駅《集合》⇒桜並木
通り⇒だんじり会館（入館なし）⇒
寺町通り⇒上野天満宮⇒鎌田製菓店
⇒伊賀上野城（入館なし）⇒伊賀流
忍者博物館（入館あり）《解散》
※距離約 6㎞
※桜の名所を満喫でき、途中かたや
きやジュースのふるまいがありま
す。伊賀流忍者博物館の入館は無
料です。

※小学生以下は保護者同伴。
※荒天や新型コロナウイルス感染状
況により中止となる場合があり
ます。

【定　員】　先着 50人
【申込方法】　電話
【申込期限】　３月31日㈬　午後５時
【申込先・問い合わせ】
　上野商工会議所　☎ 21-0527
【問い合わせ】　交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694

さくらを描こう地域活動支援事業補助金
公開審査会

伊賀の里
歴史ウォーキング

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「福島差別」、「外国人の人権」
【と　き】　３月１日㈪～ 30日㈫
【ところ】　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「人種差別撤廃条約」
【と　き】　３月１日㈪～ 30日㈫
※開館延長日　16日㈫・23日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728
◆いがまち人権パネル展
　「部落差別と向き合う」
【と　き】　３月９日㈫～ 31日㈬
※開館延長日　11日㈭・18日㈭
【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展

　各企業の新入社員が一堂に会し、
社会人としての意欲を育むととも
に、ビジネスマナーを習得するため
に開催します。
【と　き】　４月 15日㈭
　午前８時 30分～午後５時
【ところ】　上野商工会議所ホール
　（ハイトピア伊賀　３階）
【内　容】
○第 1部：式典
○第 2部：教育セミナー
～接客マナーの基本・電話応対の
基礎知識・食事マナー～
　講師：㈲成旺　中村　麗香さん
【対象者】　新規就職者
【料　金】　6,000 円
　（昼食代・テキスト代を含む。）
※上野商工会議所・伊賀市商工会・
電信電話ユーザ協会のいずれかの
会員は 3,000 円

【申込方法】
　電話・ファックス・持参
※申込書は上野商工会議所ホーム
ページからダウンロードしてくだ
さい。

【申込期限】　３月 19日㈮
【申込先・問い合わせ】
　上野商工会議所
　☎ 21-0527　℻  24-3857

新規就職者激励会＆
教育セミナー

　東京 2020 オリンピック聖火リ
レーが伊賀上野城から伊賀市役所ま
でのルートで行われます。これに伴
い交通規制を行います。規制の時間
など詳細が決まり次第、市ホーム
ページや行政チャンネルなどでお知
らせします。
【と　き】　４月８日㈭
　午前９時 30分スタート（予定）
【問い合わせ】
　東京 2020オリンピック・パラリン
ピック聖火リレー三重県実行委員会
　☎ 059-224-2986

東京 2020オリンピック
聖火リレー

名阪国道

俳聖殿

伊賀上野城
（スタート）

伊賀市役所
（ゴール）

だんじり会館

銀
座
通
り

白鳳門
　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、誰でも
参加できるカフェです。「認知症に
ついて知りたい」「相談したい」「仲
間を作りたい」という皆さん、ぜひ
お越しください。
【と　き】
　３月９日㈫　午前 10時～正午
※午前 10 時 30 分から約 20 分間
は、健康体操や脳トレなどのミニ
イベントを行います。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

いがオレンジカフェ

　寝たきり高齢者等福祉手当は、在
宅介護を支援するため介護保険サー
ビス外の事業として実施してきまし
たが、令和３年３月 31日をもって
廃止します。
　令和３年３月までの間に受給資格
がある人に、受給資格確認のため３
月中旬に市から状況届を送付しま
す。状況届が届いた人は、３月 25
日㈭までに提出してください。
【問い合わせ】
　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

　伊賀市重度障害者福祉手当・伊賀
市重度障がい児福祉手当は、国の手
当を受けることのできない在宅の重
度障がい者（児）の生活の向上と介
護者の負担軽減のために支給して
きましたが、令和３年３月 31日を
もって廃止します。
　令和３年３月までの間に受給資格
がある人（伊賀市重度障害者福祉手
当のみ）に、受給資格確認のため３
月中旬に市から状況届を送付しま
す。状況届が届いた人は３月25日
㈭までに提出してください。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻  22-9662

寝たきり高齢者等
福祉手当の廃止

伊賀市重度障害者・
障がい児福祉手当の廃止

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　俳聖殿は昭和何年に竣工
したでしょうか？
①昭和 15年
②昭和 16年
③昭和 17年
④昭和 18年

（答えは 29ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　３月 23日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　名張市役所　会議室 304
　（名張市鴻之台 1-1）
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円。）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

　もの忘れを早期に発見するため、
もの忘れ相談プログラムによる脳の
健康チェックを行います。保健師に
よる相談もあります。
※過去に受けたことがある人は、６
カ月以上の期間をあけて受けるこ
とをお勧めします。

【と　き】　３月 26日㈮
　午前 10時～ 11時 30分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

　全国健康保険協会（協会けんぽ）
三重支部の保険料率は、３月分（４
月納付分）から変更となります。
【対象者】
　全国健康保険協会三重支部発行の
健康保険証をお持ちの人
【健康保険料率】
○現行：9.77%
○３月分～：9.81 %
【介護保険料率】
○現行：1.79％
○３月分～：1.80％
【問い合わせ】
　全国健康保険協会三重支部
　企画総務グループ
　☎ 059-225-3317

脳の健康チェック
（もの忘れ相談）

協会けんぽの保険料率の
変更

【と　き】　４月 20日㈫
　午前の部：午前10 時～11時 30 分
　午後の部：午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　離乳食後期（３回食）の
話・離乳食の調理
【持ち物】　母子手帳・筆記用具・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル
【定　員】　各回先着３人
【申込方法】　電話
※市ホームページからも申し込めます。
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込開始日】　３月 15日㈪
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

離乳食教室

　このシールを貼っている人が
困っていたら、正面か
らやさしく声をかけて
ください。
【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

「見守り安心シール」を
ご存じですか？
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。
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　２階大会議室
【問い合わせ】
　地域づくり推進課
　☎ 22-9639　℻  22-9694

　JR 関西本線沿線の魅力を知って
いただくウォーキングイベントで
す。公共交通利用促進のため、ぜひ
鉄道・バスを利用し、ご参加ください。
【と　き】　４月４日㈰
　午前 10時 30分～午後１時頃
　（集合：午前 10時 20分）
【集合場所】　JR伊賀上野駅前
【コース】
　JR 伊賀上野駅《集合》⇒桜並木
通り⇒だんじり会館（入館なし）⇒
寺町通り⇒上野天満宮⇒鎌田製菓店
⇒伊賀上野城（入館なし）⇒伊賀流
忍者博物館（入館あり）《解散》
※距離約 6㎞
※桜の名所を満喫でき、途中かたや
きやジュースのふるまいがありま
す。伊賀流忍者博物館の入館は無
料です。
※小学生以下は保護者同伴。
※荒天や新型コロナウイルス感染状
況により中止となる場合があり
ます。

【定　員】　先着 50人
【申込方法】　電話
【申込期限】　３月31日㈬　午後５時
【申込先・問い合わせ】
　上野商工会議所　☎ 21-0527
【問い合わせ】　交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694

さくらを描こう地域活動支援事業補助金
公開審査会

伊賀の里
歴史ウォーキング

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「福島差別」、「外国人の人権」
【と　き】　３月１日㈪～ 30日㈫
【ところ】　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「人種差別撤廃条約」
【と　き】　３月１日㈪～ 30日㈫
※開館延長日　16日㈫・23日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728
◆いがまち人権パネル展
　「部落差別と向き合う」
【と　き】　３月９日㈫～ 31日㈬
※開館延長日　11日㈭・18日㈭
【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展

　各企業の新入社員が一堂に会し、
社会人としての意欲を育むととも
に、ビジネスマナーを習得するため
に開催します。
【と　き】　４月 15日㈭
　午前８時 30分～午後５時
【ところ】　上野商工会議所ホール
　（ハイトピア伊賀　３階）
【内　容】
○第 1部：式典
○第 2部：教育セミナー
～接客マナーの基本・電話応対の
基礎知識・食事マナー～
　講師：㈲成旺　中村　麗香さん
【対象者】　新規就職者
【料　金】　6,000 円
　（昼食代・テキスト代を含む。）
※上野商工会議所・伊賀市商工会・
電信電話ユーザ協会のいずれかの
会員は 3,000 円

【申込方法】
　電話・ファックス・持参
※申込書は上野商工会議所ホーム
ページからダウンロードしてくだ
さい。

【申込期限】　３月 19日㈮
【申込先・問い合わせ】
　上野商工会議所
　☎ 21-0527　℻  24-3857

新規就職者激励会＆
教育セミナー

　東京 2020 オリンピック聖火リ
レーが伊賀上野城から伊賀市役所ま
でのルートで行われます。これに伴
い交通規制を行います。規制の時間
など詳細が決まり次第、市ホーム
ページや行政チャンネルなどでお知
らせします。
【と　き】　４月８日㈭
　午前９時 30分スタート（予定）
【問い合わせ】
　東京 2020オリンピック・パラリン
ピック聖火リレー三重県実行委員会
　☎ 059-224-2986

東京 2020オリンピック
聖火リレー

名阪国道

俳聖殿

伊賀上野城
（スタート）

伊賀市役所
（ゴール）

だんじり会館

銀
座
通
り

白鳳門
　認知症の人やご家族、認知症に関
心のある人、地域の人など、誰でも
参加できるカフェです。「認知症に
ついて知りたい」「相談したい」「仲
間を作りたい」という皆さん、ぜひ
お越しください。
【と　き】
　３月９日㈫　午前 10時～正午
※午前 10 時 30 分から約 20 分間
は、健康体操や脳トレなどのミニ
イベントを行います。

【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階健康ステーション
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

いがオレンジカフェ

　寝たきり高齢者等福祉手当は、在
宅介護を支援するため介護保険サー
ビス外の事業として実施してきまし
たが、令和３年３月 31日をもって
廃止します。
　令和３年３月までの間に受給資格
がある人に、受給資格確認のため３
月中旬に市から状況届を送付しま
す。状況届が届いた人は、３月 25
日㈭までに提出してください。
【問い合わせ】
　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

　伊賀市重度障害者福祉手当・伊賀
市重度障がい児福祉手当は、国の手
当を受けることのできない在宅の重
度障がい者（児）の生活の向上と介
護者の負担軽減のために支給して
きましたが、令和３年３月 31日を
もって廃止します。
　令和３年３月までの間に受給資格
がある人（伊賀市重度障害者福祉手
当のみ）に、受給資格確認のため３
月中旬に市から状況届を送付しま
す。状況届が届いた人は３月25日
㈭までに提出してください。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻  22-9662

寝たきり高齢者等
福祉手当の廃止

伊賀市重度障害者・
障がい児福祉手当の廃止

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　俳聖殿は昭和何年に竣工
したでしょうか？
①昭和 15年
②昭和 16年
③昭和 17年
④昭和 18年

（答えは 29ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

　認知症の人を介護する家族の情報
交換の場です。
【と　き】　３月 23日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】
　名張市役所　会議室 304
　（名張市鴻之台 1-1）
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円。）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

　もの忘れを早期に発見するため、
もの忘れ相談プログラムによる脳の
健康チェックを行います。保健師に
よる相談もあります。
※過去に受けたことがある人は、６
カ月以上の期間をあけて受けるこ
とをお勧めします。

【と　き】　３月 26日㈮
　午前 10時～ 11時 30分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

　全国健康保険協会（協会けんぽ）
三重支部の保険料率は、３月分（４
月納付分）から変更となります。
【対象者】
　全国健康保険協会三重支部発行の
健康保険証をお持ちの人
【健康保険料率】
○現行：9.77%
○３月分～：9.81 %
【介護保険料率】
○現行：1.79％
○３月分～：1.80％
【問い合わせ】
　全国健康保険協会三重支部
　企画総務グループ
　☎ 059-225-3317

脳の健康チェック
（もの忘れ相談）

協会けんぽの保険料率の
変更

【と　き】　４月 20日㈫
　午前の部：午前10 時～11時 30 分
　午後の部：午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　離乳食後期（３回食）の
話・離乳食の調理
【持ち物】　母子手帳・筆記用具・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル
【定　員】　各回先着３人
【申込方法】　電話
※市ホームページからも申し込めます。
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込開始日】　３月 15日㈪
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

離乳食教室

　このシールを貼っている人が
困っていたら、正面か
らやさしく声をかけて
ください。
【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

「見守り安心シール」を
ご存じですか？
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 26ページの答え　
③昭和 17年
　昭和 17 年（1942）川崎克氏
の私財により白鳳公園内に俳聖
殿が竣工しました。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

伊賀市歴史的風致維持向上計画中間
評価案
　伊賀市に残る多くの歴史的資産を
生かしたまちづくりを維持するた
め、「伊賀市歴史的風致維持向上計
画」を策定しました。計画策定から
５年が経過し、計画と事業にかかる
中間評価を作成しています。
　この計画の中間評価案に対するご
意見を募集します。
【閲覧場所】
○文化財課
○各支所振興課
○各地区市民センター
○市ホームページ
【提出方法】
　住所・氏名・電話番号・件名・該
当箇所とそれに対する意見を明記の
上、下記まで。
※提出いただいたご意見は参考資料
とし、市ホームページなどで公表
します。
※個別の回答は行わず、いただいた
ご意見は返却しません。

【受付期間】
　３月 29日㈪～４月 30日㈮
【提出先・問い合わせ】
　文化財課
　☎ 22-9678　℻   22-9667
　  bunkazai@city.iga.lg.jp

　水質検査を適正に行うために、検
査項目・頻度などを定めた 2021（令
和３）年度水質検査計画を策定しま
した。この計画は、ゆめが丘浄水場
で閲覧できるほか、市ホームページ
に掲載しています。
【問い合わせ】　上下水道部水道施設課
　☎ 24-3980　℻  24-0006

　「緑の募金」
は、健全な森
を次の世代に
つなぐため、
森づくりやそ
の活動を支え
る人づくりに
役立てます。市では各地区市民セン
ターなどに募金箱を設置します。ぜ
ひご協力ください。
【期　間】
　４月１日㈭～５月 31日㈪
※募金は期間を過ぎても受け付け
ます。

【問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9712　℻  22-9715

パブリックコメント
（ご意見）募集

「水道水質検査計画」を
策定しました「緑の募金」にご協力を

お願いします。

　公共下水道・農業集落排水処理区
域内にお住まいで、新築、リフォー
ムなどにより排水設備を新しく設
置、または変更をしようとするとき
は、工事を行う前に市への届け出が
必要です。市の「下水道排水設備指
定工事店」を通じて必ず届け出をし
てください。
　また、公共下水道・農業集落排水・
公共設置型浄化槽を使用している人
で、次に該当する場合も必ず届け出
てください。
○転出・転入・死亡・出生などで、
使用人数に変更があったとき
※ゆめが丘の公共下水道・青山地域
の公共設置型浄化槽の使用者は、
届け出の必要はありません。
○死亡などにより使用者が変わった
とき
○排水設備の使用を休止・開始する
とき
※水道の開閉栓とは連動していませ
んので、別途届け出が必要です。

【問い合わせ】
○工事に関すること
　上下水道部下水道課
　☎ 24-2137　℻  24-2138
○料金に関すること
　上下水道部営業課
　☎ 24-0003　℻  24-0006

　皆さんが所有している固定資産の
状況や価格などを確認していただく
ため、地方税法に基づき「土地・家
屋価格等縦覧帳簿」の縦覧期間を設
けます。
※縦覧期間中は通常の土地登記所有
者簿の閲覧を休止します。

【と　き】
　４月１日㈭～４月 30日㈮
　午前８時 30分～午後５時 15分
※土・日曜日、祝日を除く。
【ところ】　課税課・各支所
　（上野支所を除く。）
【対象者】　市内に土地または家屋を
所有している固定資産税の納税者
【縦覧内容】
○土地：所在地番・地目・地積・評
価額

○家屋：所在地番・家屋番号・構造・
種類・床面積・建築年次・評価額

【縦覧に必要なもの】
○所有者本人：本人確認ができるもの
○代理人：委任状と代理人の本人確
認ができるもの

※本人確認ができるものは、運転免
許証、マイナンバーカード、住民
基本台帳カード（写真付き）など
です。

【問い合わせ】
　課税課
　☎ 22-9614　℻  22-9618

【募集種目】　一般幹部候補生
【応募資格】　日本国籍を有する 22
歳以上 36歳未満の人
【応募期限】
○第１回目：４月 28日㈬
○第２回目：６月 18日㈮
【試験日】
　第１回目１次試験：５月８日㈯・
９日㈰
※自衛官候補生は年間を通じて募集
しています。
　詳しくはお問い合わせいただくか、
インターネットで「三重自衛隊」を
検索してください。
【応募先・問い合わせ】
　自衛隊三重地方協力本部
　伊賀地域事務所
　☎ 21-6720

下水道の手続きをお忘れなく土地・家屋価格等縦覧帳簿の
縦覧期間

自衛官募集

２次元コードから詳しい情報が見られます。

「横光利一　長編の魅力と俳句」
　伊賀市ゆかりの作家 ･横光利一を
偲ぶ催しです。横光利一は、小学校
時代を柘植で、中学時代を上野の第
三中学校（現上野高等学校）で過ご
し、この頃の経験をもとに小説「雪
解」を執筆しました。映像や朗読を
通して、文豪の息吹に触れてみませ
んか。
【と　き】　３月 14日㈰
　午後１時 30分～４時（予定）
【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室
【内　容】
○作品朗読「旅愁」から
　朗読：フリーアナウンサー
　佐藤　直美さん
○高校生　長編を読む
　「旅愁」＆「機械」
○講演
　演題：横光利一の俳句
　講師：俳人　北村　純一さん
○「旅愁」イメージ絵巻の展示
　制作：絵手紙グループ「いろは」
○「マイ・ストーリー伊賀」入賞作品
発表

【料　金】　300円（資料代）
※高校生以下無料
【定　員】　先着 60人
【申込方法】
　氏名・連絡先を下記まで。
【申込期限】　３月 12日㈮
【申込先・問い合わせ】
　文化交流課
　☎ 22-9621　℻  22-9619
　  bunka@city.iga.lg.jp

伊賀文学振興会
「雪

ゆき

解
げ

」のつどい

【義援金総額】　※１月末現在
○東日本大震災　64,638,087 円
○熊本地震災害　632,144 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　63,041 円
○バングラデシュ南部避難民
　56,908 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　312,448 円
○令和元年台風第 19号災害
　158,044 円
○令和 2年 7月豪雨災害　 
　282,003 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　スポーツ安全保険はスポーツや文
化・ボランティア活動、地域活動の
ときに起こった傷害事故や賠償責任
を負う事故を補償する保険です。
【対象者】
　４人以上のアマチュア団体やグ
ループ
【保険期間】
　４月１日～翌年３月 31日
※年度の途中でも加入できます。
【問い合わせ】
　スポーツ安全協会三重県支部　
　☎ 059-372-8100

もしものときのスポーツ
安全保険

　この春、中学校・高等学校を卒業
する、あるいは使わなくなったなど
の理由で制服・体操服がご家庭にあ
る皆さん、使わなくなった服を譲っ
てください。市内在住の外国にルー
ツを持つ学生たちが再利用させてい
ただきます。
【対象品】　市内の中学校または県立
高等学校の制服・体操服
※特に、あけぼの学園高等学校・
伊賀白鳳高等学校・名張青峰高等
学校

【受付期限】　３月 28日㈰
【譲渡方法】　クリーニングした制服・
体操服を、多文化共生センターに事
前に連絡の上、持参してください。
　制服などを譲ってほしい人は、お
問い合わせください。
【問い合わせ】
○多文化共生センター
　（ハイトピア伊賀　４階）
　午前９時～午後５時
※土曜日、祝日、第１・３日曜日は
閉館。
　☎ 22-9629　℻   22-9631
○市民生活課
　☎ 22-9702　℻   22-9641

制服「ください」「あげます」

　日常会話程度の手話表現技術を習
得し、聴覚障がい者の支援者として
活動していただく手話奉仕員の養成
講座を開催します。
【と　き】　全 53講座
　５月８日・15 日・22 日、６月
５日・12 日・19 日・26 日、７月
10 日・24 日・31 日、８月７日・
21日・28日、９月 11日・18日、
11 月６日・13 日・20 日・27 日、
12月 11日・18日、令和４年１月
８日・15 日・22 日・29 日、２月
５日・12 日・19 日・26 日、３月
５日（予備日を含む。）
※すべて土曜日の午後１時～４時
15分

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【対象者】
　全 53講座のうち 37講座以上受
講でき、講座終了後、手話奉仕員と
して活動できる人
【料　金】
　3,300 円（テキスト代）
【定　員】
　９人程度
※応募者多数の場合、抽選。
【申込方法】
　住所・氏名・連絡先を下記まで。
【申込期間】
　３月 15日㈪～４月９日㈮
【申込先・問い合わせ】
　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻  22-9662 
　  shougai@city.iga.lg.jp

手話奉仕員養成講座

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※右の２次元コードを読
み込んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
http://www.anshin-bousai.net/iga/
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 26ページの答え　
③昭和 17年
　昭和 17 年（1942）川崎克氏
の私財により白鳳公園内に俳聖
殿が竣工しました。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

伊賀市歴史的風致維持向上計画中間
評価案
　伊賀市に残る多くの歴史的資産を
生かしたまちづくりを維持するた
め、「伊賀市歴史的風致維持向上計
画」を策定しました。計画策定から
５年が経過し、計画と事業にかかる
中間評価を作成しています。
　この計画の中間評価案に対するご
意見を募集します。
【閲覧場所】
○文化財課
○各支所振興課
○各地区市民センター
○市ホームページ
【提出方法】
　住所・氏名・電話番号・件名・該
当箇所とそれに対する意見を明記の
上、下記まで。
※提出いただいたご意見は参考資料
とし、市ホームページなどで公表
します。
※個別の回答は行わず、いただいた
ご意見は返却しません。

【受付期間】
　３月 29日㈪～４月 30日㈮
【提出先・問い合わせ】
　文化財課
　☎ 22-9678　℻   22-9667
　  bunkazai@city.iga.lg.jp

　水質検査を適正に行うために、検
査項目・頻度などを定めた 2021（令
和３）年度水質検査計画を策定しま
した。この計画は、ゆめが丘浄水場
で閲覧できるほか、市ホームページ
に掲載しています。
【問い合わせ】　上下水道部水道施設課
　☎ 24-3980　℻  24-0006

　「緑の募金」
は、健全な森
を次の世代に
つなぐため、
森づくりやそ
の活動を支え
る人づくりに
役立てます。市では各地区市民セン
ターなどに募金箱を設置します。ぜ
ひご協力ください。
【期　間】
　４月１日㈭～５月 31日㈪
※募金は期間を過ぎても受け付け
ます。

【問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9712　℻  22-9715

パブリックコメント
（ご意見）募集

「水道水質検査計画」を
策定しました「緑の募金」にご協力を

お願いします。

　公共下水道・農業集落排水処理区
域内にお住まいで、新築、リフォー
ムなどにより排水設備を新しく設
置、または変更をしようとするとき
は、工事を行う前に市への届け出が
必要です。市の「下水道排水設備指
定工事店」を通じて必ず届け出をし
てください。
　また、公共下水道・農業集落排水・
公共設置型浄化槽を使用している人
で、次に該当する場合も必ず届け出
てください。
○転出・転入・死亡・出生などで、
使用人数に変更があったとき
※ゆめが丘の公共下水道・青山地域
の公共設置型浄化槽の使用者は、
届け出の必要はありません。
○死亡などにより使用者が変わった
とき
○排水設備の使用を休止・開始する
とき
※水道の開閉栓とは連動していませ
んので、別途届け出が必要です。

【問い合わせ】
○工事に関すること
　上下水道部下水道課
　☎ 24-2137　℻  24-2138
○料金に関すること
　上下水道部営業課
　☎ 24-0003　℻  24-0006

　皆さんが所有している固定資産の
状況や価格などを確認していただく
ため、地方税法に基づき「土地・家
屋価格等縦覧帳簿」の縦覧期間を設
けます。
※縦覧期間中は通常の土地登記所有
者簿の閲覧を休止します。

【と　き】
　４月１日㈭～４月 30日㈮
　午前８時 30分～午後５時 15分
※土・日曜日、祝日を除く。
【ところ】　課税課・各支所
　（上野支所を除く。）
【対象者】　市内に土地または家屋を
所有している固定資産税の納税者
【縦覧内容】
○土地：所在地番・地目・地積・評
価額
○家屋：所在地番・家屋番号・構造・
種類・床面積・建築年次・評価額

【縦覧に必要なもの】
○所有者本人：本人確認ができるもの
○代理人：委任状と代理人の本人確
認ができるもの
※本人確認ができるものは、運転免
許証、マイナンバーカード、住民
基本台帳カード（写真付き）など
です。

【問い合わせ】
　課税課
　☎ 22-9614　℻  22-9618

【募集種目】　一般幹部候補生
【応募資格】　日本国籍を有する 22
歳以上 36歳未満の人
【応募期限】
○第１回目：４月 28日㈬
○第２回目：６月 18日㈮
【試験日】
　第１回目１次試験：５月８日㈯・
９日㈰
※自衛官候補生は年間を通じて募集
しています。
　詳しくはお問い合わせいただくか、
インターネットで「三重自衛隊」を
検索してください。
【応募先・問い合わせ】
　自衛隊三重地方協力本部
　伊賀地域事務所
　☎ 21-6720

下水道の手続きをお忘れなく土地・家屋価格等縦覧帳簿の
縦覧期間

自衛官募集

２次元コードから詳しい情報が見られます。

「横光利一　長編の魅力と俳句」
　伊賀市ゆかりの作家 ･横光利一を
偲ぶ催しです。横光利一は、小学校
時代を柘植で、中学時代を上野の第
三中学校（現上野高等学校）で過ご
し、この頃の経験をもとに小説「雪
解」を執筆しました。映像や朗読を
通して、文豪の息吹に触れてみませ
んか。
【と　き】　３月 14日㈰
　午後１時 30分～４時（予定）
【ところ】　ハイトピア伊賀
　５階多目的大研修室
【内　容】
○作品朗読「旅愁」から
　朗読：フリーアナウンサー
　佐藤　直美さん
○高校生　長編を読む
　「旅愁」＆「機械」
○講演
　演題：横光利一の俳句
　講師：俳人　北村　純一さん
○「旅愁」イメージ絵巻の展示
　制作：絵手紙グループ「いろは」
○「マイ・ストーリー伊賀」入賞作品
発表

【料　金】　300円（資料代）
※高校生以下無料
【定　員】　先着 60人
【申込方法】
　氏名・連絡先を下記まで。
【申込期限】　３月 12日㈮
【申込先・問い合わせ】
　文化交流課
　☎ 22-9621　℻  22-9619
　  bunka@city.iga.lg.jp

伊賀文学振興会
「雪

ゆき

解
げ

」のつどい

【義援金総額】　※１月末現在
○東日本大震災　64,638,087 円
○熊本地震災害　632,144 円
○平成 29年 7月 5日からの大雨災害
　63,041 円
○バングラデシュ南部避難民
　56,908 円
○平成 30年 7月豪雨災害
　312,448 円
○令和元年台風第 19号災害
　158,044 円
○令和 2年 7月豪雨災害　 
　282,003 円
※お寄せいただいた義援金は、日本
赤十字社を通じて、支援を必要と
する方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）
【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金　受け入れ状況

　スポーツ安全保険はスポーツや文
化・ボランティア活動、地域活動の
ときに起こった傷害事故や賠償責任
を負う事故を補償する保険です。
【対象者】
　４人以上のアマチュア団体やグ
ループ
【保険期間】
　４月１日～翌年３月 31日
※年度の途中でも加入できます。
【問い合わせ】
　スポーツ安全協会三重県支部　
　☎ 059-372-8100

もしものときのスポーツ
安全保険

　この春、中学校・高等学校を卒業
する、あるいは使わなくなったなど
の理由で制服・体操服がご家庭にあ
る皆さん、使わなくなった服を譲っ
てください。市内在住の外国にルー
ツを持つ学生たちが再利用させてい
ただきます。
【対象品】　市内の中学校または県立
高等学校の制服・体操服
※特に、あけぼの学園高等学校・
伊賀白鳳高等学校・名張青峰高等
学校

【受付期限】　３月 28日㈰
【譲渡方法】　クリーニングした制服・
体操服を、多文化共生センターに事
前に連絡の上、持参してください。
　制服などを譲ってほしい人は、お
問い合わせください。
【問い合わせ】
○多文化共生センター
　（ハイトピア伊賀　４階）
　午前９時～午後５時
※土曜日、祝日、第１・３日曜日は
閉館。

　☎ 22-9629　℻   22-9631
○市民生活課
　☎ 22-9702　℻   22-9641

制服「ください」「あげます」

　日常会話程度の手話表現技術を習
得し、聴覚障がい者の支援者として
活動していただく手話奉仕員の養成
講座を開催します。
【と　き】　全 53講座
　５月８日・15 日・22 日、６月
５日・12 日・19 日・26 日、７月
10 日・24 日・31 日、８月７日・
21日・28日、９月 11日・18日、
11 月６日・13 日・20 日・27 日、
12月 11日・18日、令和４年１月
８日・15 日・22 日・29 日、２月
５日・12 日・19 日・26 日、３月
５日（予備日を含む。）
※すべて土曜日の午後１時～４時
15分

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【対象者】
　全 53講座のうち 37講座以上受
講でき、講座終了後、手話奉仕員と
して活動できる人
【料　金】
　3,300 円（テキスト代）
【定　員】
　９人程度
※応募者多数の場合、抽選。
【申込方法】
　住所・氏名・連絡先を下記まで。
【申込期間】
　３月 15日㈪～４月９日㈮
【申込先・問い合わせ】
　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻  22-9662 
　  shougai@city.iga.lg.jp

手話奉仕員養成講座

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　℻  24-0444
　　 kikikanri@city.iga.lg.jp

※右の２次元コードを読
み込んで登録できます。

　携帯電話などのメールアドレス
を登録した人には、市から緊急情報
メールが届きます。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
http://www.anshin-bousai.net/iga/
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　伊賀市若者会議事務局（総合政策課）の大山です。
令和２年度を振り返ると新型コロナウイルス感染症
の影響により、当初、予定していた活動ができなかっ
た一年でした。そんな中でも、コロナで影響を受け
られた事業者の応援企画「＃いがまるエール」や、
オンラインで開催された伊賀上野シティマラソンの
PR 動画作成などに取り組めたことは若者会議の成
長に繋がったと思います。
　また現在、若者会議が企画した人気 Y

ユー チ ュ ー バ ー
outuber

スーツさんの動画「伊賀鉄道」と「伊賀市観光」が
Y
ユ ー チ ュ ー ブ
outube にアップされていますので、ぜひご覧く
ださい。
　来年度以降、新型コロナウイルス感染症が収束し
たら、実行できずにいる企画を中心にさまざまな活
動をしたいと考えています。若者会議の活動は市民
の皆さんに支えられて実施できています。今後も応
援をよろしくお願いします。

　伊賀市若者会議では、追加メンバーを随時募集し
ています。興味がある人は総合政策課までお問い合
わせください。
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

だ よ り

　令和元年度の上野総合市民病院に関するさまざま
な数字を通じて、診療の状況をお伝えします。

　当院の外科では、消化器がん（胃がん、大腸がん、
肝・胆・膵がんなど）、腹部救急疾患（腸閉塞、消
化管穿

せん
孔
こう
、腹膜炎、腹腔内出血など）、大腸肛門疾

患（痔
じ
核・痔

じ
瘻
ろう
や直腸脱など）など、さまざまな疾

患に対応し治療を行っています。当院の外科医は７
人で、そのうち消化器外科専門医・指導医は４人で

す。５人の消化器内
科医と連携し、患者
さんの病状にあわせ
て、内科的治療や外
科的治療を行ってい
ます。

　大腸がん、胃がん、乳がん、肝がん、肺がんを５
大がんといい、平成 30年のがん死亡数調査では、
男性１位が肺がん、女性１位が大腸がんです。いず
れのがんも早期発見、早期治療がとても大切です。
　内視鏡はがんの発見だけでなく、治療のためにも
用います。
　当院消化器病専門医、消化器内視鏡専門医、肝臓
病専門医による診断・治療を行っており、当院の強
みのひとつです。

（上野総合市民病院　院長　田中　光司）

451 人

　令和元年度の１年間の外科手術件数です。 4,947 件

　令和元年度の１年間の内視鏡検査件数です。

上野総合市民病院の数字

▲スーツさん（右から４人目）とメンバー

４月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

８日㈭

13:00 ～ 16:30

本庁舎　２階相談室３
市民生活課

4/1　8：30～受付
※先着６人

22-9638

27 日㈫ 阿山保健福祉センター
栄養指導室

阿山支所住民福祉課
4/20　8：30～受付

※先着６人
43-0333

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 14 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（3/29 ～ 4/9）
※先着４人

22-9632

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

７日㈬

13:30 ～ 16:00

島ヶ原支所　応接室 島ヶ原支所住民福祉課 59-2109

14 日㈬
大山田福祉センター相談室 大山田支所住民福祉課 47-1152

本庁舎　２階相談室３ 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 28 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期間（3/25 ～ 4/26）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 ９日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（4/7）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談
※予約制

７日㈬
10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-

9112
16 日㈮

緑（園芸）の相談 12日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

１日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

市民生活課
※先着４人 22-9702

健康相談 23日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談
8日㈭

13:30 ～ 15:00
八幡町市民館

シルバー人材センター 24-580015 日㈭
※予約制 伊賀市シルバーワークプラザ

人権相談
（人権擁護委員）

2日㈮
13:30 ～ 16:00

阿山保健福祉センター　２階会議室 阿山支所振興課 43-1543

7 日㈬ 島ヶ原支所　会議室 島ヶ原支所振興課 59-2109

8 日㈭ 9:00 ～ 12:00 青山福祉センター　相談室 青山支所振興課 52-1115

9 日㈮

13:30 ～ 16:00

伊賀支所　２階大会議室 伊賀支所振興課 45-9108

15 日㈭ ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

16 日㈮ 大山田福祉センター　相談室 大山田支所振興課 47-1150

※このほか、常時開設相談（消費生活相談、空き家に関する相談、高齢者・障がい者の総合相談、女性相談、家庭児童相談、母子・父子自
立相談、こどもの発達相談、教育相談、青少年相談、若年の就労相談、雇用・労働相談、生活にお困りの方の相談、人権相談）もあります。
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　伊賀市若者会議事務局（総合政策課）の大山です。
令和２年度を振り返ると新型コロナウイルス感染症
の影響により、当初、予定していた活動ができなかっ
た一年でした。そんな中でも、コロナで影響を受け
られた事業者の応援企画「＃いがまるエール」や、
オンラインで開催された伊賀上野シティマラソンの
PR 動画作成などに取り組めたことは若者会議の成
長に繋がったと思います。
　また現在、若者会議が企画した人気 Y

ユー チ ュ ー バ ー
outuber

スーツさんの動画「伊賀鉄道」と「伊賀市観光」が
Y
ユ ー チ ュ ー ブ
outube にアップされていますので、ぜひご覧く
ださい。
　来年度以降、新型コロナウイルス感染症が収束し
たら、実行できずにいる企画を中心にさまざまな活
動をしたいと考えています。若者会議の活動は市民
の皆さんに支えられて実施できています。今後も応
援をよろしくお願いします。

　伊賀市若者会議では、追加メンバーを随時募集し
ています。興味がある人は総合政策課までお問い合
わせください。
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

だ よ り

　令和元年度の上野総合市民病院に関するさまざま
な数字を通じて、診療の状況をお伝えします。

　当院の外科では、消化器がん（胃がん、大腸がん、
肝・胆・膵がんなど）、腹部救急疾患（腸閉塞、消
化管穿

せん
孔
こう
、腹膜炎、腹腔内出血など）、大腸肛門疾

患（痔
じ
核・痔

じ
瘻
ろう
や直腸脱など）など、さまざまな疾

患に対応し治療を行っています。当院の外科医は７
人で、そのうち消化器外科専門医・指導医は４人で

す。５人の消化器内
科医と連携し、患者
さんの病状にあわせ
て、内科的治療や外
科的治療を行ってい
ます。

　大腸がん、胃がん、乳がん、肝がん、肺がんを５
大がんといい、平成 30年のがん死亡数調査では、
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みのひとつです。

（上野総合市民病院　院長　田中　光司）

451 人

　令和元年度の１年間の外科手術件数です。 4,947 件

　令和元年度の１年間の内視鏡検査件数です。

上野総合市民病院の数字

▲スーツさん（右から４人目）とメンバー

４月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

８日㈭

13:00 ～ 16:30

本庁舎　２階相談室３
市民生活課

4/1　8：30～受付
※先着６人

22-9638

27 日㈫ 阿山保健福祉センター
栄養指導室

阿山支所住民福祉課
4/20　8：30～受付

※先着６人
43-0333

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 14 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（3/29 ～ 4/9）
※先着４人

22-9632

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

７日㈬

13:30 ～ 16:00

島ヶ原支所　応接室 島ヶ原支所住民福祉課 59-2109

14 日㈬
大山田福祉センター相談室 大山田支所住民福祉課 47-1152

本庁舎　２階相談室３ 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 28 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期間（3/25 ～ 4/26）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 ９日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（4/7）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談
※予約制

７日㈬
10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-

9112
16 日㈮

緑（園芸）の相談 12日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 22-9731

外国人のための
行政書士相談
※予約制

１日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

市民生活課
※先着４人 22-9702

健康相談 23日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談
8日㈭

13:30 ～ 15:00
八幡町市民館

シルバー人材センター 24-580015 日㈭
※予約制 伊賀市シルバーワークプラザ

人権相談
（人権擁護委員）

2日㈮
13:30 ～ 16:00

阿山保健福祉センター　２階会議室 阿山支所振興課 43-1543

7 日㈬ 島ヶ原支所　会議室 島ヶ原支所振興課 59-2109

8 日㈭ 9:00 ～ 12:00 青山福祉センター　相談室 青山支所振興課 52-1115

9 日㈮

13:30 ～ 16:00

伊賀支所　２階大会議室 伊賀支所振興課 45-9108

15 日㈭ ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

16 日㈮ 大山田福祉センター　相談室 大山田支所振興課 47-1150

※このほか、常時開設相談（消費生活相談、空き家に関する相談、高齢者・障がい者の総合相談、女性相談、家庭児童相談、母子・父子自
立相談、こどもの発達相談、教育相談、青少年相談、若年の就労相談、雇用・労働相談、生活にお困りの方の相談、人権相談）もあります。
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「お薬手帳」を活用した支援が必要な
　　　　　在宅患者へのサポート事業

特集

広報広報

今月の表紙はあけぼの学園高等学校新規開発商品完成発表会の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　３月31日 （水）

納期限内に納めましょう
国民健康保険税（９期） 2021 年（令和３年）３月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,689 人　○世帯数　40,630 世帯
○男　44,028 人　　○女　45,661 人

伊賀市の人口・世帯数
令和３年１月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

３月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

三重とこわか国体
「炬火トーチ」を紹介します

　皆さんは、国体にオリンピック聖火にあたる「炬
きょ

火
か
」があることをご存じですか。これは国体のシン
ボルとなるものです。
　2019 年 6 月、三重とこわか国体・三重とこわ
か大会実行委員会は、三重県にゆかりのある人から、
三重とこわか国体で炬火を運ぶトーチのデザインを
募集し、写真のデザインが採用されました。
　現在、市の炬火名を募集しています。詳しくは
13ページをご覧ください。

◆「三重県」が盛り込まれたトーチ
デザイン
○トップの形は恵み豊かな三重の海
と、緑あふれる三重の山々を表現
○中心から持ち手の部分は、伊勢型
紙をイメージし、時が流れてもま
た新しく始まり、永遠に続いてい
く、両大会の愛称「とこわか」を
表現
　〈模様の意味〉
　　桜：新たな始まり
　　川：時の流れ
　　青

せい
海
がい
波
は
：未来永劫へと続く幸せへの願い

○全体的なカラーは、紅白で縁起の良さを表現
　三重とこわか国体・大会の開会式・閉会式のほか
伊賀市で開催する炬火イベントなどで使用しますの
で、機会を見つけてぜひご覧ください。
【問い合わせ】
　三重とこわか国体伊賀市実行委員会事務局
　（国体推進課内）
　☎ 43-9100　℻  43-9102
　 kokutai@city.iga.lg.jp

～三重とこわか国体をもっと知ろう～

vol.18

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990　【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の 30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査・インフルエンザ検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
　健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　岡波

２
　名張

３
　岡波

４
　名張

５
　上野

６
　名張

７
　名張

８
　岡波

９
　上野

10
　岡波

11
　名張

12
　上野

13
　上野

14
　岡波

15
　岡波

16　
　名張

17
　岡波

18
　名張

19
　上野

20
　名張

21
　名張

22
　岡波

23
　上野

24
　岡波

25
　名張

26
　上野

27
　上野

28
　岡波

29
　岡波

30
　名張

31
　岡波

＊小児科以外の診療科
です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。


